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幕
藩
制
転
換
期
に
お
け
る
九
州
天
領

五 四

ー

田

沼

期

幕

政

と

の

関

連

を

通

じ

て

［

閲

題

の

所

在

ー
西
国
筋
郡
代
改
易
の
意
味
ー
、

二
宝
暦
・
天
明
期
に
お
け
る
九
州
天
領
の
支
配
形
態

1

日
田
代
官
よ
り
西
国
筋
郡
代
ヘ
ー

三
年
貫
増
徴
政
策
と
農
民
の
対
応

問

題

の

所

在

ー
西
国
筋
郡
代
改
易
の
怠
味
ー

寛
政
五
年
、
九
州
天
領
に
お
い
て
中
核
的
位
置
を
占
め
る
指
斐
造
酒
助
政
恒
が
西
国
筋
郡
代
を
改
易
と
な
っ
た
の
は
、
同
元
年
に
お
け

令

2
)

る
天
草
農
民
の
江
戸
駈
込
訴
を
契
機
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
―
―
一
年
、
祖
父
富
次
郎
循
俊
在
任
中
背
任
の
疑
が
生
じ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

商
業
・
金
融
政
策
と
日
田
商
人
の
活
辟

結
び
に
か
え
て

目

次

幕
藩
制
転
換
期
に
お
け
る
九
州
天
領

藤

野

保
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幕
瘤
制
転
換
期
に
お
け
る
九
州
天
領

こ
の
年
、
政
恒
は
将
軍
謁
見
を
停
止
さ
れ
、

つ
い
で
同
五
年
、
西
国
筋
郡
代
を
免
職
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

(
3
)
 

こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
寛
政
三
年
三
月
十
八
日
、
さ
き
に
祖
父
憧
俊
職
に
あ
り
し
と
き
、
幾
後
国
日
田
郡
其
外
村
々
宮
家
の
者
よ
り
調
達
銀
と
名
づ
け
、
多

分
の
銀
子
を
出
さ
せ
、
不
納
の
村
方
助
合
に
用
ひ
し
よ
し
な
り
と
い
へ
ど
も
、
己
に
手
代
ど
も
死
失
し
、
書
し
る
せ
し
も
の
も
分
明
な
ら

ざ
れ
ば
、
村
方
助
合
の
事
は
取
用
ひ
が
た
く
、
全
く
憧
俊
を
の
れ
が
費
用
と
し
、
且
手
代
ど
も
の
私
欲
せ
し
と
相
き
こ
え
、
不
束
の
い
た

り
な
り
。
し
か
れ
ど
も
其
事
分
明
な
ら
ざ
る
う
へ
は
、
今
又
穿
繋
を
遂
ら
れ
ず
と
い
へ
ど
も
、
村
々
よ
り
出
せ
る
と
こ
ろ
の
銀
子
は
返
弁

に
及
ぶ
べ
し
。
さ
れ
ど
も
右
等
の
始
末
曽
て
わ
き
ま
へ
ざ
る
事
等
閑
な
り
．．．．．． 
」。

袴
俊
の
背
任
行
為
は
、
右
の
史
料
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
不
分
明
の
た
め
穿
竪
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
天
草
農
民
の
直
訴
の
真
意
は
、
百

(
4
)
 

姓
喜
右
衛
門
・
勘
助
ら
の
長
崎
奉
行
へ
の
訴
状
が
示
す
よ
う
に
、
「
酉
姓
所
持
之
作
場
ハ
皆
銀
主
中
之
も
の
二
相
成
」
る
状
態
に
お
い
て
、

「
銀
主
」
か
ら
耕
地
を
請
返
し
生
活
の
救
済
を
求
め
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
揖
斐
郡
代
の
諸
政
に
対
す
る
根
本
批
判
が
内
包

日
、
揖
斐
一
族
支
配
の
時
期

は
、
と
く
に
年
貢
が
重
か
っ
た
こ
と
、
⇔
年
貫
徴
収
維
持
の
た
め
、
揖
斐
一
族
は
領
内
の
富
農
・
富
商
（
「
銀
主
」
）
に
命
じ
、
登
農
に
年

貢
資
金
の
貸
付
け
を
さ
せ
、
そ
の
債
権
を
郡
代
権
力
に
よ
っ
て
保
護
し
た
こ
と
、
国
、
揖
斐
一
族
と
有
力
銀
主
と
は
親
密
な
関
係
に
あ
っ

た
こ
と
、
同
、
揖
斐
支
配
の
時
代
に
は
、
銀
主
が
百
姓
の
田
畑
を
買
取
っ
た
件
数
が
と
く
に
多
か
っ
た
こ
と
、
以
上
で
あ
る
。
揖
斐
郡
代

諸
政
の
特
色
は
、
天
領
天
草
に
お
い
て
も
貫
徹
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
れ
よ
り
先
、
寛
政
元
年
に
美
濃
郡
代
の
千
種
氏
、
飛
騨
郡
代
の
大
原
氏
が
改
易
と
な
り
、
同
四
年
に
は
関
東
郡
代
の
伊
奈
氏
が
改
易

(
6
)
 

と
な
っ
た
。

同
五
年
に
お
け
る
西
国
筋
郡
代
揖
斐
氏
の
改
易
に
よ
り
、
寛
政
初
年
、

る
。
と
同
時
に
、
こ
の
期
に
改
易
さ
れ
た
代
官
も
ひ
じ
よ
う
に
多
い
。
竹
内
誠
氏
は
、
寛
政
初
年
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
郡
代
・
代
官
の
改

幕
府
の
四
郡
代
は
す
べ
て
改
易
さ
れ
た
こ
と
に
な

辻
達
也
氏
ば
、
天
草
の
史
料
調
査
を
通
じ
て
、
揖
斐
郡
代
の
行
政
状
況
を
、

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

(
5
)
 

次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
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幕
藩
制
転
換
期
に
お
け
る
九
州
天
領

易
理
由
を
、

日
、
積
年
の
負
金
莫
大
、

三
点
に
求
め
て
い
る
。
日
は
、
年
貢
米
金
の
使
い
込
み
や
、
町
人
か
ら
の
惜
財
等
が
累
積
し
て
、
代
官
財
政
が
不
健
全
化
し
た
こ
と
、
⇔

は
、
代
官
が
手
代
に
職
務
を
ま
か
せ
た
こ
と
ー
職
務
怠
慢
・
勤
務
不
正
、
国
は
、
幕
府
の
公
金
貸
付
政
策
の
展
開
に
と
も
な
い
、
代
官
が

そ
の
貸
付
機
関
と
し
て
の
性
格
を
も
ち
、
そ
こ
に
矛
盾
が
生
じ
て
発
生
し
た
も
の
で
、
日
の
負
債
も
こ
の
公
金
を
流
用
補
填
し
た
り
、
⇔

の
手
代
の
不
正
も
公
金
貸
付
を
め
ぐ
っ
て
生
じ
た
も
の
が
多
く
、
こ
う
し
た
公
金
貸
付
を
め
ぐ
る
金
融
問
題
が
、
代
官
改
易
の
理
由
に
な

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
の
記
事
や
、
辻
・
竹
内
氏
の
指
摘
に
共
通
に
み
ら
れ
る
こ
の
期
郡
代
・
代
官
の
改
易
理
由
は
、
幕
府
の

公
金
貸
付
政
策
を
め
ぐ
る
不
正
事
件
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
背
景
に
ば
、
商
品
・
貨
幣
経
済
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
冶
頭
し
た
天
領
に
お

け
る
宮
農
・
富
商
（
「
銀
主
」
）

1
1
商
業
高
利
貸
資
本
と
郡
代
・
代
官
権
力
と
の
密
接
な
結
び
つ
き
が
あ
っ
た
。
こ
の
両
者
の
結
合
・
癒
着

こ
そ
、

に
ほ
か
な
ら
ず
、
こ
の
期
に
四
郡
代
を
は
じ
め
多

く
の
代
官
が
改
易
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
幕
府
の
経
済
政
策
が
転
換
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
い
わ
ゆ
る
寛
政
改
革
が
こ
れ
で
あ

る
。
宝
暦
・
天
明
期
に
討
け
る
九
州
天
領
の
日
田
も
、
こ
う
し
た
郡
代
権
力
と
商
業
高
利
貸
賽
本
と
の
密
接
な
結
び
つ
き
に
、
そ
の
特
色

が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
中
ニ
斐
郡
代
の
背
任
行
為
も
、
そ
の
本
質
は
こ
こ
に
根
ざ
し
て
い
た
。

本
稿
は
、
経
藩
制
の
転
換
期
と
さ
れ
る
宝
暦
・
天
明
期
を
中
心
に
、
九
州
天
領
に
お
い
て
中
核
的
位
置
を
占
め
た
豊
後
日
田
を
対
象
と

し
て
、

⇔
、
手
代
の
不
正
の
放
任
、
国
、
公
金
の
不
正
貸
付
な
い
し
貸
付
元
利
金
の
回
収
渋
滞
の
以
上

い
わ
ゆ
る
田
沼
期
に
お
け
る
幕
府
の
経
済
政
策
（
と
く
に
商
業
・
金
融
政
策
）

田
沼
期
に
お
け
る
幕
政
と
の
関
連
に
お
い
て
、
歴
代
の
代
官
・
郡
代
の
諸
政
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
、
日
そ
こ
で
の
農
政
1
1

年
貢
増
徴
政
策
の
意
味
と
内
容
お
よ
び
こ
れ
に
対
す
る
農
民
の
対
応
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
⇔
商
業
・
金
融
政
策
の
究
明
を
通
じ

て
、
そ
こ
で
の
代
官
・
郡
代
権
力
と
商
業
高
利
貸
資
本
1
1

日
田
商
人
と
の
結
合
の
仕
方
と
そ
の
在
り
方
お
よ
び
そ
の
な
か
か
ら
日
田
商
人

が
大
商
人
と
し
て
発
展
す
る
に
至
る
過
租
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
と
密
接
な
関
連
を
も
つ
日
田
商
人
の

(9) 

土
地
集
積
と
、
村
方
地
主
と
の
対
抗
関
係
を
通
じ
て
み
た
天
領
農
村
の
構
造
と
そ
の
特
質
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
お
い
て
詳
論
す
る
こ
と

以
上
、

っ
た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
期
の
特
徴
が
あ
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
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(
7
)
 

(

8

)

 

(

9

)

 

(10) 

(
1
)

松
田
唯
雄
『
天
草
近
代
年
譜
』
ニ
ニ
八
頁
。

(

2

)

(

3

)

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
ニ
ー
ニ
九
一
。

(
4
)

「
乍
恐
奉
願
口
上
書
（
寛
政
五
年
）
」
（
「
上
田
家
文
書
」
所
収
）
。
天
草
は
天
明
三
年
、
西
国
筋
郡
代
揖
斐
氏
の
預
所
か
ら
譜
代
島
原
藩
の
大
名

預
所
と
な
っ
た
が
、
寛
政
初
年
以
来
の
天
草
農
民
の
動
き
（
寛
政
元
年
、
江
戸
勘
定
奉
行
所
へ
駈
込
訴
、
同
二
年
、
巡
見
使
へ
直
訴
•
江
戸
直

訴
吟
味
の
た
め
長
崎
奉
行
所
へ
出
頭
、
同
五
年
、
長
崎
奉
行
へ
越
訴
（
松
田
唯
雄
前
掲
『
天
草
近
代
年
贈
』
・
「
上
田
家
文
書
」
）
は
、
揖
斐
氏

の
諸
政
に
対
す
る
批
判
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
辻
達
也
「
E
d
o

B
a
k
u
f
u
 
P
o
l
i
c
y
 
i
n
 
t
h
e
 L
a
t
e
 E
i
g
h
t
e
e
n
t
h
 
C
e
n
t
r
y
」

（
『
横
浜
市
立
大
学
論
叢
人
文
科
学
系
列
』
一
九
ー
三
）
参
照
。

辻
達
也
前
掲
『
横
浜
市
立
大
学
論
叢
人
文
斜
学
系
列
』
一
九
ー
三
掲
載
論
文
。

村
上
直
『
天
領
』
後
篤
、
竹
内
誠
「
関
東
郡
代
伊
奈
忠
尊
の
失
脚
と
そ
の
歴
史
的
意
義
」
（
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研
究
紀
要
』
昭
和
四
一
年

度
）
、
本
間
清
利
「
関
東
郡
代
伊
奈
の
改
易
と
家
臣
の
動
向
」
（
『
地
方
史
研
究
』
八
九
号
）
参
照
。

竹
内
誠
前
掲
『
研
究
紀
要
』
昭
和
四
一
年
度
掲
載
論
文
。

中
井
信
彦
『
転
換
期
幕
藩
制
の
研
究
ー
宝
麿
・
天
明
期
の
経
済
政
策
と
商
品
流
通
ー
』
参
照
。

「
近
世
後
期
に
お
け
る
九
州
天
領
農
村
の
構
造
」
（
『
森
克
己
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
』
所
収
）

『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
一
七
号
掲
載
。

(
5
)
 

(
6
)
 

【註】

と
す
る
。

幕
藩
制
転
換
期
に
お
け
る
九
州
天
領

(10) 

な
お
本
稿
ほ
、
先
に
発
表
し
た
「
近
世
前
期
に
お
け
る
九
州
天
領
の
支
配
形
態
」
の
続
篇
と
し
て
の
意
味
を
も
ち
、
筆
者
の
幕
藩
体
制

史
の
研
究
の
一
環
と
し
て
の
豊
臣
政
権
以
来
幕
末
に
至
る
「
九
州
天
領
の
研
究
」
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
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幕
藩
制
転
換
期
に
お
け
る
九
州
天
領

宝
暦
・
天
明
期
に
お
け
る
九
州
天
領
の
支
配
形
態

ー
日
田
代
官
よ
り
西
国
筋
郡
代
ヘ
ー
、

ま
ず
ほ
じ
め
に
、
宝
暦
・
天
明
期
に
お
け
る
天
領
日
田
の
代
官
↓
郡
代
に
つ
い
て
考
察
し
、
な
ぜ
こ
の
期
に
、
日
田
代
官
が
西
国
筋
郡

代
に
昇
格
す
る
に
至
っ
た
か
の
理
由
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。

す
で
に
豊
臣
政
権
以
来
享
保
期
に
至
る
天
領
日
田
の
歴
代
代
官
の
名
称
・
在
任
期
間
・
在
陣
場
所
等
々
に
つ
い
て
は
、
前
稿
に
お
い
て

明
ら
か
に
し
た
が
、
天
領
日
田
に
お
い
て
は
、
享
保
十
九
年
、
幕
府
の
享
保
改
革
の
後
半
に
お
い
て
増
田
代
官
（
太
兵
衛
永
政
享
保
九

年
入
部
）
が
辞
任
し
、
代
わ
っ
て
岡
田
庄
太
夫
俊
淮
が
日
田
代
官
（
日
田
在
陣
・
高
松
兼
支
）
に
就
任
す
る
。
こ
の
岡
田
氏
の
出
自
は
明
ら

か
で
な
い
が
、
父
俊
陳
は
神
田
の
餡
に
お
い
て
綱
吉
に
仕
え
た
俊
知
の
次
男
で
、
延
宝
八
年
、
網
吉
の
嫡
子
徳
松
の
西
の
丸
入
り
に
し
た

が
い
、
凜
米
一

0
0俵
を
与
え
ら
れ
た
が
、
天
和
三
年
、
徳
松
の
死
去
に
よ
っ
て
御
勘
定
と
な
り
、
元
禄
八
年
以
降
代
官
に
就
任
し
た
。

(2) 

俊
惟
ぱ
享
保
十
一
年
に
相
続
、
翌
十
二
年
よ
り
父
に
つ
い
で
代
官
と
な
り
、
こ
の
期
に
日
田
代
官
と
し
て
入
部
し
た
の
で
あ
る
。

岡
田
代
官
は
、
ま
ず
増
田
代
官
の
支
配
領
域
を
継
承
す
る
と
こ
ろ
か
ら
発
足
し
た
が
（
第
一
表
参
照
）
、
寛
保
二
年
に
至
っ
て
、
支
配

(
4
)
 

領
域
の
う
ち
、
豊
後
の
玖
珠
・
速
見
・
国
東
三
郡
三
万
二
、

0
0
0石
が
小
笠
原
小
倉
藩
の
大
名
預
所
と
な
っ
た
た
め
、
岡
田
代
官
の
豊

後
に
お
け
る
支
配
地
は
日
田
郡
が
中
心
と
な
り
、
そ
れ
に
従
来
の
大
分
•
海
部
・
直
入
三
郡
の
天
領
が
そ
の
ま
ま
支
配
地
と
し
て
残
っ

(5) 

た
。
し
か
る
に
、
五
年
後
の
延
享
四
年
、
小
倉
藩
預
所
分
が
岡
田
代
官
に
還
付
と
な
り
、
こ
こ
で
再
び
岡
田
代
官
の
支
配
領
域
は
豊
後
の

六
郡
お
よ
び
豊
前
・
筑
前
・
日
向
の
各
天
領
に
お
よ
ん
だ
。
こ
う
し
て
、
岡
田
氏
の
日
田
代
官
在
任
期
間
は
宝
暦
四
年
ま
で
―

-
0年
に
お

(
6
)
 

よ
ん
た
が
、
同
年
、
俊
淮
は
幕
府
の
勘
定
吟
味
役
に
昇
巡
し
た
た
め
、
嫡
子
九
郎
左
術
門
俊
博
が
日
田
代
官
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
り
、

(

7

)

(

8

)

 

代
官
上
席
の
地
位
を
与
え
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
俊
博
も
、
三
年
後
の
宝
暦
七
年
に
は
、
同
じ
く
勘
定
吟
味
役
に
昇
進
し
た
た
め
、

岡
田
父
子
に
よ
る
日
田
代
官
支
配
は
一
―
―
―
一
年
で
終
了
し
、
代
わ
っ
て
揖
斐
十
太
夫
政
俊
が
日
田
代
官
（
日
田
在
陣
・
高
松
兼
支
）
に
就
任
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第 1表享保19年における日田代官支配地とその石高・村数

国名石 高郡名I 石 高村数
---- - -

石斗升合勺オ I 村
日田郡 2 8, 2 8 9.4 4 8 3 1 I 79 
玖珠郡 21,384.1182 7 ・ 32 

後＇ 石斗升合勺才 速見郡 11,186.36552 I 36 
6 9,0 0 1.8 7 4 1 0 大分郡 3,1 0 1.7 8 2 0 0 | 11 

海部郡 2,089.5100 0 I 10 
直入郡 1 2,94 9.6 5 0 0 0 12 ’ 

--

I宇佐郡 2 0,9 4 0.2 8 7 1 o I 46 
下毛郡 1 1, 2 6 8. 2 3 8 5 0 , 21 

臼杵郡！ 5,318.6344 0 I 8 
諸県郡 3,963.65263 i 5 
那珂郡 7,1 5 5.6 o 1 3 3 I s 

--

6,2 2 1.6 9 5 2 0 恰土郡 6,2 2 1.6 9 5 2 o l 8 
「享保19寅年記千原覚慰」による。

豊

ー一ー
1

-

J

"

7

 

古

B豊

向，日

32,208.5256 0 

16,437.8880 0 

幕
藩
制
転
換
期
に
お
け
る
九
州
天
領

＿
筑 前

［註〕

俊
矩

〔
岡
田
・
揖
斐
氏
の
略
系
譜
〕

す
る
の
で
あ
る
。

棋
斐
氏
は
織
田
（
信
雄
）
氏
の
旧
家
臣
で
、
政
景
の
と
き
徳
川
氏
に
仕
え

て
旗
本
と
な
り
、
知
行
五

0
0石、

つ
い
で
新
恩
―

1
0
0石
を
与
え
ら
れ
、

元
和
七
年
よ
り
小
田
原
の
町
奉
行
と
な
り
代
官
を
兼
務
し
た
。
嫡
子
政
網
は

寛
永
十
八
年
に
相
続
し
た
が
、
次
男
政
之
は
本
家
と
は
別
に
旗
本
に
取
立
て

(9) 

ら
れ
、
以
降
四
代
を
へ
て
政
俊
に
至
る
。
と
こ
ろ
が
、
政
俊
は
前
日
田
代
官

岡
旧
俊
惟
の
次
男
で
俊
樽
の
弟
に
あ
た
り
、
宝
暦
七
年
、
塁
斐
（
政
方
）
氏

の
養
子
と
な
り
家
督
相
続
、
こ
う
し
て
、
翌
八
年
よ
り
政
俊
の
日
田
代
官
就

□岡
田
氏
〕

〔
揖
斐
氏
〕 | ， I 

俊俊
陳易

I 

俊
某

惟
← 

I I --1 
俊政
澄俊貫
'-

II 

喜
II 

喜

政
之
ー
政
豊

11
政
寿

11
政
有

11
政
方

～
 

一
，
＇

11
一
政
喬

11

政
恒
―
ー
政
礼

↑
 

ー

1

,

1
一
従
俊

i11

ー
一
政
俊
―
―
一

一
ー
政
喬
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（竺）
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第2表 宝暦・天明期における天領日田の支配形態および代官・郡代名・在任期間一覧

支配形態 | 代官・郡代名 I 在 任 期 間 転免理由 I 備 考

| 
代官支配地 岡田庄太夫俊惟 享保19年一寛保2年

！ 
1 123,869石 （豊筑懇即 •・豊日前向・） 

大名預所（小倉藩） （小笠原右近将藍忠甚） I | （3豊2後,00玖0珠石・速見・国東郡内） 

岡田庄太丈俊惟 | 寃保2年一虫屈4年（加年） I勘定吟味役 1（（延町豊卒後，604・晒年哉より元筑に復す）向
代官支配地 前・前・日）

岡田九郎左衛門俊博 1宝暦4年一宝暦7年 (3年） i勘定吟味役 1 
I揖斐十太夫政俊 1立 8年戎永元年 (1件） 死 亡 i （揖以斐降代十太々郡夫、代明と和なる4年郡代， ） 

郡代支配地 揖斐富次郎徳俊 I安永元年ー安永6年 (5年） 死 亡 149,975石 （肥の天前領・筑増地前・日向） 
揖斐靱負政喬！安永6年ー天明 6年 (9年） I 1 死 亡 外天草兼帯（明支和配5 

I 揖斐造酒助政恒［天明 6年一寛政5年 (7年） I改
易 年ー天明 3年）

u
g
 

〔註） 藤野保「近世前期における九州天領の支配形態」 （『九州文化史研究所紀要』 17号）参照。

蕎聴吾溢縣芸旦埃お心共まH<華
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第3表
幕
藩
制
転
換
期
に
お
け
る
九
州
天
領

筋
同
様
二
、
末
々
迄
も
存
附
不
相
替
出
精
相
勤
侯
付
、
此
度
西
国
筋
郡
代
被
仰
付
侯
、
向
後
庄
太
夫
家
筋
之
者
と
、
其
方
家
筋
之
者
之
内

(14) 

ニ
而
、
其
節
々
主
役
可
相
勤
相
応
之
者
可
被
仰
付
侯
間
、
兼
而
其
趣
相
心
得
、
以
来
猶
以
出
精
可
相
勤
侯
。
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
政
俊
は
在
任
一
四
年
に
し
て
安
永
元
年
に
死
亡
し
た
た
め
、
嫡
子
富
次
郎
憧
俊
が
郡
代
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
撞
俊
も
五
年

後
の
同
六
年
に
死
亡
し
た
た
め
、
代
わ
っ
て
弟
靱
負
政
喬
（
政
俊
四
男
）
が
郡
代
に
就
任
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
政
喬
も
在
任
九
年
に
し
て

(15) 

天
明
六
年
こ
れ
ま
た
死
亡
し
た
た
め
、
水
原
保
明
の
次
男
造
酒
助
政
恒
が
養
子
と
な
っ
て
家
督
相
続
し
郡
代
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う

し
て
、
揖
斐
氏
は
代
官
よ
り
郡
代
に
昇
格
し
な
が
ら
、
一
族
の
早
世
に
よ
っ
て
、
二
八
年
の
間
に
四
代
交
代
し
、
他
家
か
ら
の
養
子
に
よ

っ
て
家
系
が
維
持
さ
れ
西
国
筋
郡
代
と
し
て
の
地
位
を
た
も
っ
た
が
、
政
恒
も
七
年
後
の
寛
政
五
年
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
憧
俊
時
代
の

(16) 

背
任
行
為
に
よ
っ
て
改
易
ー
免
職
と
な
り
、
こ
こ
に
、
岡
田
氏
と
の
西
国
筋
郡
代
交
代
補
任
制
は
実
現
し
な
い
ま
ま
に
、
揖
斐
氏
四
代
一
―
―

(17)

（

IB) 

五
年
に
わ
た
る
日
田
郡
代
支
配
が
終
了
し
、
代
わ
っ
て
羽
倉
権
九
郎
秘
救
が
入
部
し
、
天
領
日

郡代の支配領域
（安永5年）

国名郡名石 高

石斗升合勺―
豊後 6 郡 70,8 1 1.6 2 9 7 
豊前 2 郡 32,348.8307
日向 5 郡 26,805.6244
筑前 1 郡 10,896.2542
肥前 1 郡 9,114.5360 

計 15 郡 149,975.8750

〔註〕 「万覚書」による。

と
こ
ろ
で
、
揖
斐
氏
の
入
部
以
降
、
日
田
代
官
↓
郡
代
の
支
配
領
域
は
、
宝
暦
十
二
年
、
唐

津
藩
に
お
い
て
、
松
平
井
康
福
（
下
総
古
河
）
•
土
井
利
里
（
肥
前
唐
津
）
•
水
野
忠
任
（
三
河
岡

松

(19) 

崎
）
の
三
者
間
交
換
転
封
盆
ね
乎
氏
↓
岡
崎
・
土
井
氏
↓
古
河
•
水
野
氏
↓
唐
津
）
が
お
こ
な

わ
れ
た
際
、
上
知
と
な
っ
た
筑
前
恰
土
郡
の
ほ
か
に
、
新
た
に
肥
前
松
浦
郡
が
加
わ
り
（
同

(20) 

+
―
―
一
年
）
、
さ
ら
に
日
向
に
お
い
て
拡
大
し
、
安
永
五
年
の
数
字
で
は
（
第
三
表
参
照
）
、
豊
後

・
豊
前
・
日
向
・
筑
前
・
肥
前
の
五
カ
国
一
五
郡
、
一
四
万
九
、
九
七
五
石
八
斗
七
升
五
合
に

達
し
て
い
る
。
し
か
も
、
揖
斐
氏
が
郡
代
に
昇
格
し
た
翌
明
和
五
年
か
ら
天
明
三
年
ま
で
一
五

年
間
、
天
草
を
兼
帯
支
配
（
当
分
預
所
）
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
加
え
る
と
、
西
国
筋

田
は
新
た
な
段
階
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
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ま
ず
、
岡
田
代
官
の
農
政
よ
り
検
討
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

享
保
十
九
年
、
新
し
く
日
田
に
入
部
し
た
岡
田
代
官
（
庄
太
夫
俊
惟
）
は
、

(25) 

さ
れ
都
合
三

0
0俵
と
な
っ
た
が
、
そ
の
理
由
は
、

「
支
配
所
定
免
之
村
々
、

(26) 
候」幕

藩
制
幕
換
期
に
お
け
る
九
州
天
領

年
季
之
内
壱
ケ
年
も
破
免
無
之
、

年
貢
増
徴
政
策
と
農
民
の
対
応

六
カ
敷
出
入
等
も
無
之
、

惣
而
御
役
筋
別
而
出
精
、

数
年
実
鉢
二
相
勤

-
0年
後
の
延
享
元
年
、
新
た
に
凜
米
一
五

0
俵
を
加
増

郡
代
の
支
配
地
総
高
は
約
一
七
万
一
、

0
0
0石
と
な
る
。

近
世
初
期
に
お
け
る
九
州
天
領
は
、
西
九
州
に
お
け
る
長
崎
の
直
轄
都
市
へ
の
編
入
、
お
よ
び
東
九
州
豊
後
に
お
け
る
太
閤
蔵
入
地
の

徳
川
天
領
へ
の
切
替
え
を
二
本
の
柱
と
し
て
発
足
し
、
つ
い
で
寛
永
期
に
、
東
四
九
州
に
お
け
る
譜
代
大
名
の
集
中
配
置
と
と
も
に
天
草

が
天
領
に
編
入
さ
れ
、
九
州
天
領
に
お
い
て
は
、
こ
の
期
に
代
官
支
配
の
原
則
が
確
立
す
る
が
、
さ
ら
に
明
暦
以
降
寛
文
・
元
禄
期
に
、

(22, 

豊
前
お
よ
び
筑
前
・
日
向
に
お
い
て
著
し
く
拡
大
し
、
最
大
の
所
領
規
模
を
も
つ
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
近
世
初
期
か
ら
中

期
に
か
け
て
の
九
州
天
領
は
、
日
田
・
長
崎
・
天
草
を
三
本
の
柱
と
し
て
展
開
し
、
そ
の
他
の
天
領
は
、
以
上
の
何
れ
か
の
代
官
所
（
長

埼
の
場
合
は
一
時
長
崎
奉
行
所
）
に
所
属
し
、
支
配
さ
れ
た
。
し
か
る
に
、
享
保
期
に
享
保
改
革
の
一
躁
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
天
草
の

(23) 

大
名
預
所
化
（
譜
代
島
原
藩
の
大
名
預
所
）
を
契
機
に
、
後
期
に
お
け
る
天
草
は
、
明
和
・
天
明
期
に
西
国
筋
郡
代
の
預
所
と
な
り
、
以

(24) 

降
そ
の
所
属
を
め
ぐ
っ
て
、
島
原
藩
・
西
国
筋
郡
代
・
長
崎
代
官
所
の
間
を
め
ま
ぐ
る
し
く
変
動
し
、
天
領
と
し
て
の
地
位
を
相
対
的
に

低
下
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
う
ら
ぱ
ら
に
、
四
国
筋
郡
代
は
支
配
頷
域
を
拡
大
し
、
一
時
天
草
を
兼
帯
支
配
す
る
な
ど
、
文
字
通

り
九
州
天
領
に
お
け
る
．
中
核
的
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
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納
辻

と
い
う
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
岡
田
代
官
の
日
田
入
部
以
来
の
農
政
、
と
く
に
年
貢
増
徴
政
策
に
対
す
る
表
彰
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

給

当
時
、
幕
政
は
享
保
改
革
の
後
半
に
あ
た
り
、
幕
府
は
元
文
二
年
、
勝
手
掛
老
中
を
復
活
し
て
松
乎
た
乗
邑
（
前
唐
津
藩
主
）
を
任

命
、
新
た
に
神
尾
春
央
を
勘
定
奉
行
に
抜
擢
し
て
厳
し
い
年
貢
増
徴
政
策
を
打
ち
出
し
た
。
岡
田
代
官
の
そ
れ
が
幕
府
の
こ
う
し
た
年
貢

増
徴
政
策
と
軌
を
一
に
し
、
か
つ
そ
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
そ
の
結
果
、
全
国
天
領
か
ら
の
年
貢
収
納
量

(28)

（

29) 

ぱ
延
享
年
間
最
高
に
逹
し
、
引
続
き
宝
店
期
に
か
け
て
高
い
ピ
ー
ク
を
示
し
た
こ
と
は
研
究
史
が
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
日
田
天
領
農
村
に
お
い
て
は
、
こ
れ
よ
り
先
、
室
代
官
（
七
郎
左
術
門
重
福
元
禄
十
一
年
1

正
徳
一
二
年
）
の
後
半
よ
り

年
貢
増
徴
政
策
が
と
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
小
野
筋
藤
山
村
に
お
い
て
は
、
宝
永
五
年
よ
り
新
田
が
本
高
（
村
高
）
に
加
算
さ
れ
、
そ

(80) 

れ
に
よ
っ
て
、
文
禄
二
年
の
太
閤
検
地
以
来
一
九
四
石
七
斗
五
升
―
―
―
合
に
固
定
し
て
い
た
村
高
は
二

0
0石
九
斗
五
升
三
合
に
な
る
と
と

も
に
、
免
の
上
昇
に
よ
っ
て
、
従
来
一

0
0石
前
後
で
あ
っ
た
年
貢
高
は
―

1
0石
台
と
な
っ
た
（
第
四
表
参
照
）
。

代
わ
っ
て
正
徳
四
年
入
部
し
た
南
条
代
官
（
金
左
衛
門
則
明
）
は
、
天
領
日
田
に
お
い
て
、

も
に
、
天
領
一
般
に
と
ら
れ
た
六
尺
給
米
・
御
伝
馬
宿
入
用
・
御
蔵
前
入
用
の
い
わ
ゆ
る
高
掛
物
お
よ
び
口
米
・
ロ
銀
・
掛
貨
な
ど
の
徴

(31) 

収
を
開
始
し
た
。

こ
う
し
た
徴
租
方
式
は
、
享
保
期
を
通
じ
て
池
田
代
官
（
喜
八
郎
季
隆

さ
ら
に
室
代
官
に

は
じ
め
て
三
分
一
銀
納
制
を
採
用
す
る
と
と

享
保
二
年
ー
八
年
）

・
増
田
代
官
（
前
述
）
に
よ
っ
て
継
承

(32) 

さ
れ
る
が
、
た
だ
三
分
一
銀
納
制
ほ
中
途
で
米
納
制
に
切
替
え
ら
れ
、
一
部
の
山
間
祁
農
村
の
み
に
残
っ
た
。
こ
れ
は
享
保
七
年
の
幕
府

(33)

（

84) 

か
ら
の
達
に
も
と
づ
い
て
切
替
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
享
保
十
年
に
お
け
る
藤
山
村
の
「
年
貢
皆
済
状
」
に
よ
れ
ば
（
増
田
代

官
支
配
）
、

高
弐
百
石
九
斗
五
升
三
合

一
米
大
一
豆
百
弐
拾
五
石
四
斗
八
升
八
合

幕
藩
制
転
換
期
に
お
け
る
九
州
天
領
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第4表 近世中期日田農村における村高•免・年貢高・小物成（藤山村）

年 度

高

付
村

毛

高

荒

腐

床

印

取

,
9
~
I

し

毛

永

雨

蔵

C

村

，

．

、

残

此

免

高

付
村

毛

田

腐

わ

取

国

ぽ

{

新

残

此

免

（

ー

，

9

1取2ロゲ

し内大豆

｛茶・紙・鉄抱

笙

代 官

〔註〕

延宝 8年 I
石斗升合
1 9 4.7 5 3| 

2 2.9 2 2 

1 2.4 1 3 

| 

1 5 9.4 1 8 

7 5.6 1 2 
― 分厘毛
3ツ 88 2 

4ツ 74 3 
石斗升合
6.2 0 0 

0.7 0 0 

5.5 0 0 

2.5 3 0 
分厘毛
4ツ 08 1 

4ツ 60 0 
石斗升合
7 8.1 4 2 

4. 8 4 4 
潰匁分厘
0.182 7 

元禄元年

石斗升合 1
1 9 4.7 5 3 

2 0.5 8 7 

l 

174.166 

8 9.8 7 0 
分厘毛
4ツ 6l 0 

元禄 5年 元禄 10年 l
石斗升合 石斗升合＇
194.7531 194.753 

20.5871 20.704 

I 
0.1 1 7 

1 7 4.0 4 9 

105.00 1 
分厘毛
5ツ 39 1 

6ツ 03 3 
石斗升合
6.2 0 0 

5ツ 16 0 
石斗升合
6.2 0 0 

I 

3.0 3 8 
分厘毛
4ツ 90 0 

石斗升合，
9 2.9 0 8 

5.6 1 2 
貫匁分厘
0.18 2 7 

0.1 5 0 

永田七郎左衛門（服部六左衛門）（今井九右衛門）1

各年度「御年貢割付事」による。

3.3 4 8 
`― 
分厘毛
5ツ 40 0 

石斗升合
1 0 8.3 4 9 

6.5 5 6 
貫匁分厘
0.18 2 7 

0.1 5 0 

1 7 4.0 4 9 

9 8.0 7 8 
分厘毛
5ツ 03 6 

5ツ 63 5 
石斗升合
6.2 0 0 

3.2 1 8 
分厘毛
5ツ 19 0 

石斗升合
し 1.29 6 
7.8 0 4 
貫匁分厘
0.1827 

0.1 5 0 

（同）

免

高

取

田

此
9

.

,

 

合
3

7

7

9

5

毛
0

合
。

年

升

5

8

1

4

9

厘
4

升
〇

15
斗
7

5

1

0

0

分
7

斗
2

禄

石

4

0

0

4

5

ッ

石

6

9

2

7

9

5

 

元

ー

ー

3.0 3 8 
分厘毛
4ツ 900

5 年 I
石斗升合
2 0 0. 9 5 3 | 
2 0. 5 8 7 1 

| 
0.1 1 7 

1 8 0.2 4 9 

1 1 7.3 5 2 

1 5 8.7 8 0 

1 0 8.7 6 4 
分厘毛
6ツ 85 0 

｛ 
石斗升合

畑高 2 1.4 6 9 

此取（大豆）8．58 8 

分厘毛
免 4ツ 00 0 

宝 永 正徳 3年

石斗升合
2 0 0.9 5 3 

2 0.5 8 7 

0.1 1 7 

1 8 0.2 4 9 

1 1 5.2 1 9 

158.780 

107.01 8 
分厘毛
6ツ 74 0 
石斗升合
2 1.4 6 9 

8.2 0 1 

分厘毛
3ツ 82 0 

ー

I

9

|

石斗升合
9 8. 1 3 3 | 

7 -=-5_J___j I 
貫匁分厘
0.18 2 7 

0.1 5 0 ｛網 1帖

室七郎左衛門 I 

貫匁分厘 貫匁分厘
0.18 2 7 I O. 18 2 7 

0.150 I 0.150 

i室金右衛門
室七堅左衛[1室七郎左衛門

蝉褻罪溢斜芸旦浪全心兵ま訳華
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と
あ
り
、
年
貫
高
は
宝
永
・
正
徳
期
の

米
百
拾
六
石
三
斗
五
升

銀
六
百
弐
拾
四
匁
六
分
壱
謳

合
此
本
銀
六
百
弐
拾
弐
匁
三
分
壱
阿

但
壱
貫
日
二
付
三
匁
七
分

1
0石
台
か
ら
―
二
五
石
へ
上
昇
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
従
来
の
小
物
成
の
ほ
か
高
掛
物
以

是
ハ
掛
改
人
江
渡

一
銀
弐
匁
三
分

一
米
三
石
七
斗
六
升
五
合

此
代
銀
百
九
拾
三
匁
九
分

一
銀
五
分
八
厘

御
口
銀
百
目
三
匁

掛
改
賃

一
銀
三
拾
目
壱
分
四
厘

御
口
米
石
三
升

但
壱
石
二
付
五
拾
壱
匁
五
分

御
蔵
前
入
用

一
米
四
斗
弐
合

一
米
壱
斗
弐
升
壱
合

御
伝
馬
宿
入
用

六
尺
給

一
銀
拾
九
匁
弐
分
七
厘

小
物
成
定
納
不
足
共

外

但

巳
山
中
平
均
俯
段
増
銀
共

壱
石
二
付
三
拾
九
匁
壱
分
七
厘

大
豆
九
石
六
斗
六
升
壱
合

此
代
銀
三
百
七
拾
八
匁
四
分
弐
厘 銀
納

幕
藩
制
転
換
期
に
お
け
る
九
州
天
領

米
百
拾
五
石
八
斗
弐
升
七
合

此
訳

米
納

- 62 -
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下
の
付
加
税
が
賦
課
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
田
天
領
農
村
に
お
い
て
は
、
蒋
府
の
享
保
改
革
に
お
け
る
年
貢
増
徴
政
策
が
、
本

年
貢
の
増
徴
と
と
も
に
、
高
掛
物
以
下
の
付
加
税
に
対
す
る
収
取
体
系
の
整
備
・
増
徴
と
い
う
形
を
通
じ
て
推
進
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
大
き

な
特
徴
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

(85) 

し
か
る
に
、
岡
田
代
官
が
入
部
し
た
翌
享
保
二
十
年
に
お
け
る
「
御
成
箇
割
附
」
に
よ
る
と
、
年
貢
割
付
高
ほ
一
三
四
石
（
米
―
二
四

石
•
免
七
ツ
八
分
九
厘
七
毛
、
大
豆
一
0
石
•
免
四
ッ
八
分
九
厘
）
へ
と
急
増
し
て
お
り
、
岡
田
代
官
に
よ
る
強
度
の
年
貢
増
徴
政
策
を

(36) 

よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
実
、
同
年
の
「
年
貢
皆
済
目
録
」
に
よ
る
と
、
本
途
物
成
―
二
四
石
二
斗
七
升
、
大
豆
一

0
石
四
斗
九
升

八
合
、
合
計
―
―
二
四
石
七
斗
六
升
八
合
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
小
物
成
・
高
掛
物
以
下
の
付
加
税
お
よ
び
置
籾
米
・
古
夫
食
返
納
米
を

加
え
て
、
同
年
に
お
け
る
総
年
貢
収
納
高
は
、
米
一
三

0
石
四
斗
九
升
四
合
r

大
豆
一

0
石
四
斗
九
升
八
合
、
銀
四
六
匁
一
分
一
厘
（
納

銀
は
小
物
成
・
御
蔵
前
入
用
・
ロ
銀
）
と
な
る
。
こ
の
う
ち
、
米
囮
四
石
七
斗
九
升
三
合
が
長
崎
廻
米
・
同
四
四
石
が
大
阪
廻
米
・
同
一
―
―

六
石
が
払
米
と
な
っ
て
お
り
、
大
豆
・
ロ
米
・
古
夫
食
返
納
米
が
換
銀
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
幕
府
の
享
保
改
革
に
お
け
る
中
核
政
策
を
な
し
た
年
貢
増
徴
政
策
は
、
九
州
天
領
の
日
田
農
村
に
お
い
て
も
確
実
に
実
施
さ
れ

て
お
り
、
と
く
に
岡
田
代
官
に
よ
る
年
貢
増
徴
政
策
は
極
め
て
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
重
要
な
こ
と
は
、
日
田
天
領
農
村
に
お
い
て

(37) 

は
、
元
禄
中
期
か
ら
宝
永
・
正
徳
期
に
か
け
て
村
役
人
の
組
織
が
整
備
（
庄
屋
ー
組
頭
ー
百
姓
代
体
制
の
確
立
）
さ
れ
、
つ
い
で
正
徳
・

享
保
期
に
お
い
て
高
掛
物
以
下
の
付
加
税
に
対
す
る
貢
租
収
取
体
系
が
整
備
・
増
徴
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
う
え
に
、
は
じ

め
て
岡
田
代
官
に
よ
る
強
度
の
年
貢
増
徴
政
策
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
応
し
て
、
「
御
年
貢
割
付
」
は
「
御
成
箇
割
付
」

に
、
「
取
」
・
「
年
貢
」
・
「
米
納
」
は
「
本
途
物
成
」
に
改
正
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
岡
田
代
官
の
強
度
の
年
貢
増
徴
政
策
に
対
し
て
、
皮
肉
に
も
岡
田
代
官
が
幕
府
に
表
彰
さ
れ
凜
米
一
五
〇
俵
の
加
増
を
う
け

た
翌
延
享
二
年
、
日
田
郡
の
中
央
部
に
位
置
す
る
城
内
筋
・
ロ
五
馬
筋
な
ど
―
ニ
ヵ
村
に
お
い
て
、
年
貢
軽
減
・
夫
食
要
求
を
ス
ロ
ー
ガ

(88)

（

39) 

ソ
と
す
る
百
姓
一
揆
が
勃
発
し
、
翌
三
年
正
月
に
は
江
戸
訴
訟
へ
と
発
展
し
た
。
こ
の
訴
訟
文
の
な
か
に
、
岡
田
代
官
に
よ
る
年
貢
増
徴

慕
藩
制
転
換
期
に
お
け
る
九
州
天
領
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政
策
の
具
体
的
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
次
に
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

か
れ
ら
は
、
ま
ず
訴
訟
の
前
文
に
お
い
て
、
「
当
村
々
之
儀
、
元
禄
年
中
、
室
七
郎
左
衛
門
様
御
代
官
以
来
当
御
支
配
様
（
岡
田
庄
太

夫
1
1
筆
者
）
迄
、
御
取
箇
段
々
御
高
免
に
罷
成
、
大
小
百
姓
至
極
困
窮
仕
、
当
時
及
飢
寒
に
御
百
姓
難
勤
仕
、
極
々
難
儀
仕
候
」

筆
者
）
と
前
置
し
て
、
次
の
一

0
カ
条
を
指
摘
す
る
。

二
年
）
、

一
、
元
禄
年
中
、
室
代
官
以
降
南
条
・
池
田
・
増
田
・
岡
田
の
諸
代
官
に
至
る
ま
で
、
代
官
が
代
わ
る
た
び
に
増
免
を
仰
付
け
ら
れ
て

お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
諸
国
一
統
の
儀
と
承
知
し
て
い
る
が
、
岡
田
代
官
の
入
部
以
降
は
、
七
カ
年
定
免
の
う
え
、
当
丑
年
（
延
享

さ
ら
に
二
分
の
増
税
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
れ
は
大
変
な
高
免
で
百
姓
は
困
窮
し
、
来
年
の
麦
作
収
納
の
時
分
ま
で
に
は

幣
し
い
飢
人
が
出
る
か
も
知
れ
な
い
。

二
、
古
田
畑
切
添
、
新
開
見
取
高
入
、
桔
畑
、
百
姓
自
山
、
苅
敷
場
に
対
し
、
来
る
延
享
三
年
よ
り
新
規
に
運
上
が
賦
課
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
運
上
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
こ
と
で
、
困
窮
の
百
姓
た
ち
は
ま
す
ま
す
相
立
た
な
く
な
る
の
で
、
新
規
の

運
上
を
ご
赦
免
願
い
た
い
。

幕
藩
制
転
換
期
に
お
け
る
九
州
天
領

豊
作
と
称
し
て
年
貢
取
立
を
厳
し
く
要
求
し
て
い
る
。

、7
し
カ

(40) 

三
、
村
々
の
蔵
床
の
低
は
、
貞
享
年
中
、
三
田
代
官
以
来
引
高
と
な
っ
て
い
た
が
、
当
丑
年
よ
り
新
規
に
毛
付
高
に
組
入
れ
、
来
る
延

享
三
年
よ
り
取
箇
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
何
卒
ご
慈
悲
を
も
っ
て
、
前
々
の
通
り
引
高
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

四
、
当
丑
年
春
よ
り
新
法
を
仰
付
け
る
に
あ
た
っ
て
は
、
諸
帳
面
や
各
種
の
村
絵
図
を
取
上
げ
ら
れ
た
た
め
、
百
姓
た
ち
は
根
付
．
根

浚
に
間
違
い
を
生
じ
不
作
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

五
、
代
官
父
子
、
手
代
衆
が
回
村
の
た
め
村
方
に
逗
留
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
百
姓
に
と
っ
て
迷
惑
千
万
で
あ
る
。

六
、
永
荒
と
称
す
る
無
地
高
に
対
し
て
も
、
毛
付
高
に
組
入
れ
、
年
貢
上
納
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
永
荒
に
対
し
て
検
地
が
お
こ
な
わ

れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
江
戸
よ
り
役
人
を
派
遺
し
て
欲
し
い
。

七
、
岡
田
代
官
の
入
部
以
来
、
連
年
凶
作
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

（
傍
点

- 65 -

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



(4) (2) (2) (1) 

百
姓
助
合
石
代
銀
の
新
設
。

る
が
百
姓
の
助
け
に
な
る
の
で
、
広
大
な
ご
慈
悲
を
願
い
た
い
。

慕
藩
制
転
換
期
に
お
け
る
九
州
天
領

も
、
新
規
に
百
姓
助
合
石
代
銀
を
取
立
て
、
町
方
（
豆
田
・
隈
）
町
人
へ
預
け
て
お
り
、
こ
れ
ま
た
困
窮
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

八
、
城
米
（
年
貢
米
）
を
長
崎
廻
り
と
し
、
津
出
日
を
十
月
十
日
よ
り
十
二
月
上
旬
ま
で
に
限
定
さ
れ
た
た
め
、
（
年
貢
）
改
所
が
込

み
合
っ
て
長
逗
留
に
な
っ
た
う
え
、
御
米
河
船
積
所
改
庄
屋
を
―
一
名
増
員
し
、
か
つ
新
規
に
津
出
催
促
庄
屋
―
―
名
を
設
け
た
た
め
、

入
用
相
嵩
み
、
百
姓
は
重
々
迷
惑
を
し
て
い
る
。

九
、
川
辺
・
堤
の
崩
壊
な
ど
凶
事
が
あ
る
と
ぎ
は
、
こ
れ
ま
で
郡
中
人
夫
を
も
っ
て
速
曰
請
し
、
公
儀
よ
り
扶
持
米
を
支
給
さ
れ
て
き
た

が
、
岡
田
代
官
は
こ
れ
を
中
止
し
て
し
ま
っ
た
。
何
卒
郡
中
人
夫
を
復
活
し
、
公
儀
よ
り
扶
持
米
を
支
給
さ
れ
る
と
、
倅
か
で
は
あ

1
0、
当
丑
年
ぱ
田
畑
と
も
に
不
作
の
た
め
、
年
頁
上
納
を
済
ま
せ
る
と
、
夫
食
が
な
く
な
る
者
も
沢
山
で
て
く
る
の
で
、
何
卒
ご
慈

悲
を
も
っ
て
、
来
年
の
春
は
夫
食
拝
借
を
お
願
い
す
る
。

(41) 

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
訴
状
の
案
文
に
よ
る
と
、
第
一
条
は
「
検
見
下
見
は
、

の
田
畑
位
付
を
無
視
し
た
有
毛
検
見
法
に
よ
る
徴
租
方
式
で
あ
っ
た
こ
と
が
解
る
。

つ
ま
り
、
岡
田
代
官
に
よ
る
年
貢
増
徴
政
業
の
具
体
的
内
容
は
、

定
免
制
と
有
毛
検
見
法
の
採
用
。

蔵
床
・
永
荒
な
ど
引
高
の
抹
消
と
毛
付
高
へ
の
組
入
れ
。

一
坪
切
に
上
中
下
合
切
仕
候
」
と
あ
っ
て
、
従
来

古
田
畑
の
切
添
、
新
聞
見
取
田
畑
の
高
入
地
、
猪
畑
、
百
姓
自
分
山
・
苅
敷
場
に
対
す
る
親
規
運
上
の
賦
課
。

以
上
の
四
点
で
あ
り
、
こ
れ
を
延
享
二
年
の
新
法
と
い
う
。
な
お
、
前
記
百
姓
一
揆
の
訴
訟
人
は
一
―
一
ヵ
村
六
三

0
人
と
な
っ
て
い
る
。

(42) 

こ
の
一
揆
は
、
庄
屋
層
を
中
心
に
大
小
百
姓
を
包
含
し
た
惣
百
姓
一
揆
の
形
態
を
も
ち
、
越
訴
．
逃
散
を
も
っ
て
対
抗
し
た
が
、
訴
状

(48) 

の
案
文
に
は
「
御
慈
悲
を
以
て
御
代
官
様
御
引
替
、
外
之
御
代
官
様
御
下
向
被
遊
侯
様
、
御
願
奉
申
上
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
真
意
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は
岡
田
代
官
の
更
迭
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
岡
田
代
官
は
、
こ
れ
に
対
し
て
徹
氏
的
な
弾
圧
を
加
え
、
首
謀
者
の
う
ち
、
城
内
筋
馬
原
村

(44) 

の
元
庄
屋
ら
三
名
を
死
罪
と
し
、
他
を
国
払
・
村
払
と
し
た
の
で
あ
る
。

と
く
に
宝
暦
元
年
に
お
い
て

(45) 

は
、
例
え
ば
、
前
掲
藤

111
村
に
お
い
て
は
、
本
途
物
成
が
一
四

0
石
台
（
米
一
＝
―
-
石
・
大
豆
一

0
石
）
を
記
録
し
、
本
年
貢
収
納
高
の

(46) 

最
高
に
達
し
て
い
る
。
な
お
、
前
記
訴
状
第
八
条
に
指
摘
さ
れ
た
年
貫
米
の
長
崎
廻
り
合
長
椅
廻
米
）
は
、
宝
暦
年
間
よ
り
江
戸
・
長
崎

(47) 

廻
米
と
な
り
、
ま
た
年
貢
銀
は
同
三
年
よ
り
、
長
埼
会
所
納
め
↓
大
阪
御
金
蔵
送
り
か
ら
後
者
へ
の
直
納
体
制
が
確
立
し
た
。
こ
う
し

(48) 

て
、
翌
四
年
、
岡
田
代
官
は
そ
の
功
績
が
幕
府
に
認
め
ら
れ
て
勘
定
吟
味
役
に
抜
燿
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
担
斐
代
官
二
十
太
夫
政
俊
）
に
よ
る
農
政
も
、
岡
田
代
官
の
そ
れ
と
変
わ
り
な
く
、
附
本
的
に
ぱ
年
貫
増
徴
政
策
が
維
持
・
継

承
さ
れ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
政
俊
は
岡
田
俊
惟
の
次
男
で
、
幼
少
の
と
ぎ
父
・
兄
（
九
郎
左
衛
門
俊
博
）
と
と
も
に
日
田
に
あ
り
、

日
田
農
村
と
そ
こ
で
の
父
の
農
政
に
つ
い
て
ぱ
熟
知
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
例
の
延
享
一
一
年
の
妍
法
に
対
す
る
頁
姓
一
揆
に
際
し
て
提

「
御
用
の
由
に
て
、
御
代
官
様
（
岡
田
俊
惟
）
諸
方
へ
御
出
之
節
は
、
若
（
俊
博
）
其
外
御
子
様
方
（
政
俊
ら
）
御
出
被
成
、
人
夫
大

分
相
勤
申
候
、
若
不
残
御
出
不
被
成
候
而
も
、
御
用
可
相
済
御
事
に
御
座
候
は
ゞ
、
御
用
捨
被
下
度
御
事
」
（
（

と
あ
り
、
こ
れ
が
前
記
一

0
ヵ
条
の
訴
状
の
第
五
条
の
内
容
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
経
験
に
も
と
づ
く
政
俊
の
日
田
農
村
に

お
け
る
農
政
11
年
貢
増
徴
政
策
ぱ
、

か
な
り
ス
ム
ー
ス
に
展
開
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(49) 

政
俊
は
日
田
に
入
部
し
た
宝
暦
八
年
、
「
申
渡
寛
」
四
九
条
を
制
定
し
、
揖
斐
農
政
の
基
本
方
針
を
示
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
ま

ず
第
一
条
に
お
い
て
五
人
組
前
書
の
趣
旨
を
遵
守
す
べ
き
こ
と
を
示
し
た
の
ち
、
忠
孝
・
倹
約
を
奨
励
し
、
高
一

0
石
・
一
町
以
下
の
分

地
を
制
限
し
な
が
ら
（
分
地
制
限
令
）
、

訴
訟
は
一
、
二
名
の
代
表
（
名
代
）
を
も
っ
て
お
こ
な
う
こ
と
を
定
め
る
と
と
も
に
、
筒
訴
の
制
度
（
日
安
箱
）
を
設
け
、

幕
藩
制
転
換
期
に
お
け
る
九
州
天
領

出
さ
れ
た
訴
状
の
案
文
に
は
、

岡
田
代
官
の
こ
う
し
た
年
貢
増
徴
政
策
は

そ
の
後
寛
延
・
宝
暦
を
通
じ
て
維
持
・
推
進
さ
れ
る
が
、

）
内
筆
者
）

苗
字
帯
刀
・
切
支
丹
・
強
訴
徒
党
・
唐
船
荷
物
抜
買
・
博
癸
・
富
飯
・
音
信
礼
物
を
禁
止
し
、

ま
た
年
貢
米
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銀
・
廻
米
・
上
乗
・
定
免
・
破
免
•
田
方
柏
付
•
取
箇
•
新
田
開
発
・
運
上
な
ど
年
貢
収
納
お
よ
ぴ
普
請
・
村
入
用
に
関
す
る
諸
規
則
を

定
め
、
養
蚕
を
奨
励
し
、
林
叢
•
竹
木
払
い
跡
地
・
枯
木
・
焼
畑
、
お
よ
び
旅
人
の
宿
泊
・
駄
賃
、
代
官
村
廻
り
と
そ
の
応
答
に
つ
い
て

規
定
し
た
。
一
方
、
夫
食
要
求
は
年
貢
軽
減
と
と
も
に
延
享
年
間
に
お
け
る
百
姓
一
揆
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
「
容
易
二
御
貸
付
無
之
事
二
候
」
と
し
て
、
夫
食
は
容
易
に
貸
与
し
な
い
方
針
を
示
し
て
い
る
が
、
「
夫
食
貸
之
儀
、
借
請
候
節
は
勝

返
納
之
節
二
至
候
而
は
、

手

之

様

二

有

之

候

得

共

、

銘

々

相

納

候

御

年

貢

諸

役

之

外

、

ニ
侯
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
政
俊
の
夫
食
貸
与
に
関
す
る
思
想
を
よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
余
計
之
返
納
致
侯
故
、

政
俊
は
、
実
父
岡
田
俊
惟
以
来
父
子
三
代
に
わ
た
る
日
田
代
官
拝
命
の

9

大
恩
」
に
感
激
し
、

「
然
上
は
昼
夜
主
役
忘
却
不
仕
、
嘲
も

御
益
筋
抜
不
申
、
乍
恐
御
恵
末
々
迄
も
行
届
候
様
、
挺
身
命
相
勤
侯
外
他
支
無
之
候
」
と
、
そ
の
決
意
を
披
壼
し
、
「
村
々
庄
屋
・
与
頭

・
重
立
候
百
姓
共
は
不
及
申
小
百
姓
共
迄
、
此
旨
を
存
御
仕
置
筋
堅
相
守
、
御
年
貢
米
銀
無
滞
可
令
上
納
侯
」
と
し
て
、
前
記
四
九
条
に

お
よ
ぶ
「
申
渡
覚
」
を
制
定
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
政
務
の
沙
汰
は
手
代
に
任
せ
ず
、
「
我
等
直
々
吟
味
之
上
、
存
寄
二
而
相
極

侯
」
と
し
て
、
代
官
に
よ
る
直
支
配
の
方
針
を
明
示
し
た
が
、
そ
の
農
政
の
特
色
は
、
全
体
と
し
て
岡
田
代
官
の
そ
れ
を
維
持
・
継
承
す

る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
政
俊
入
部
後
の
宝
暦
九
年
の
年
貢
割
付
高
は
、
例
え
ば
、
前
褐
藤
山
村
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
最
高
を
記
録

米
―
―
―
―
―
石
•
免
八
ツ
ニ
分
、
大
豆
一0
石
•
免
五
ッ
九
厘
二
毛
）

し
た
岡
田
代
官
末
期
の
そ
れ
と
等
し
く
一
四

0
石
台
（
本
途
物
成

(50) 

を
紐
持
し
て
い
る
（
第
五
表
参
照
）
。
定
免
間
の
継
承
、
引
高
の
軽
減
、
見
取
畑
に
対
す
る
運
上
銀
の
賦
課
を
内
容
と
し
て
お
り
、
こ
れ

こ
そ
岡
田
代
官
の
基
本
農
政
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
政
俊
は
そ
れ
の
忠
実
な
る
継
承
者
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
明
和
四
年
に
お
け
る
政
俊
の
西

(51) 

国
筋
郡
代
へ
の
昇
進
は
、
こ
う
し
た
父
俊
惟
以
来
の
年
貢
増
徴
政
策
が
幕
府
に
認
め
ら
れ
た
結
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
な
お
、
翌
五
年
か

ら
揖
斐
氏
の
兼
帯
支
配
（
当
分
預
所
）
と
な
っ
た
天
草
に
お
い
て
も
、
政
俊
は
同
年
検
見
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
同
七
年
か
ら
定
免
制

を
施
行
し
て
強
度
の
年
貢
増
徴
政
策
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
年
貢
収
納
高
は
八
、
五

0
三
石
か
ら
一
躍
一
万
―
-
、
二
六
八
石

(52) 

と
な
っ
た
。

暮
藩
制
転
換
期
に
お
け
る
九
州
天
領

末
々
ハ
却
而
困
窮
之
基
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政
俊
の
農
政
11
年
頁
増
徴
政
策
は
、
そ
の
後
揖
斐
氏
歴
代
の
郡
代
（
富
次
郎
憧
俊
・
靱
負
政
喬
・
造
酒
助
政
恒
）
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ

る
が
、
揖
斐
郡
代
時
代
の
い
ま
―
つ
の
大
ぎ
な
特
徴
は
、
町
方
（
豆
田
・
隈
）
に
お
け
る
商
業
資
本
と
の
連
携
を
深
め
、
商
業
高
利
貸
活

動
を
活
発
に
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
岡
田
・
担
斐
氏
の
麻
業
・
金
融
政
策
の
検
討
を
通
じ
て
、
か
れ
ら
が
商
業
高
利
貸
資

本
と
ど
の
よ
う
な
形
を
通
じ
て
結
合
し
、
そ
の
結
果
、
年
貢
増
徴
政
策
は
ど
の
よ
う
な
方
式
（
い
わ
ゆ
る
公
金
貸
付
政
策
）
に
よ
っ
て
お

こ
な
わ
れ
、

と
し
よ
う
。

幕
藩
制
転
換
期
に
お
け
る
九
州
天
領

第5表 宝暦9年における年貢割付高（藤山村）

村

ま
た
そ
の
な
か
か
ら
日
田
商
人
が
ど
の
よ
う
に
発
展
し
、
農
村
構
造
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と

渕

引
ォ

欠

訳畑

）
田

来

地

古

ヽ

方

無

tj 

減竿
畑

同

田

（
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1

し

方

郷

残

此
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蔵
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敷

敷
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「勺
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付）

取

田

此

畑

此
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|
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し

し

取

免

免

外

取

取

取

尺

,

T

:

9

 ,r 
-
1
i

ぺ＂【 大

米

銀

大

に
InJ 

米

高

豆

納

定

用

定

不

入

役砲
役

宿

馬

鉄

帖
ー
．
 

羞

網

伝

見

此

茶

投

六

御

御

｛

｛

’

|

ー

ー

＼

（畑）

（大豆）

給

用

豆

石斗升合
2 0 0.9 5 3 

1 8.0 0 5 

0.1 3 8 

0.1 1 7 

0.5 7 4 

1 8.8 3 4 

1 8 2.1 1 9 

1 4 2.6 6 7 

1 6 0.6 5 0 

131.735 
分厘毛
8ツ 20 0 

2 1.4 6 9 

1 0.9 3 2 
分厘毛
5ツ 09 2 

（銀）

(々)

I 
宝暦9年「御年貢割付事」による。

蔵 前 入 （銀）

反畝分
0.3 9 
石斗升
0.3 3 
貫匁分厘
0.13 0 1 

0. 1 1 0 
石斗升合
0. 4 0 2 

0. 1 2 1 
貫匁分厘
0.30 1 4 
石斗升合
1 3 2.2 5 8 

1 0.9 6 2 
貫匁分厘
0.44 2 5 

（註〕
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商
業
・
金
融
政
策
と
日
田
商
人
の
活
躍

日
田
郡
の
中
央
部
に
位
置
す
る
豆
田
・
隈
両
町
は
、
城
内
筋
の
中
城
村
・
竹
田
村
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
分
離
し
た
も
の
で
、
代
官
所
の
所
在

(53) 

地
と
し
て
天
領
日
田
の
中
心
を
な
し
、
あ
る
い
は
大
名
領
（
譜
代
藩
11
元
和
二
年
ー
寛
永
十
年
・
親
藩
11
天
和
二
年
ー
貞
享
―
―
一
年
）
が
設

置
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
城
下
町
と
し
て
発
展
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(54) 

す
で
に
近
世
初
期
以
来
多
数
の
商
人
が
居
住
し
、
か
な
り
広
汎
な
商
業
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
、
延
宝
八
年
、
三
田
代
官
（
次
郎
右
衛
門

(55) 

守
良
延
宝
五
年
ー
天
和
二
年
）
は
地
子
銀
徴
収
に
つ
い
て
町
年
寄
に
諮
間
し
、
さ
ら
に
代
官
再
就
任
時
（
元
禄
元
年
ー
同
五
年
）
の
元

(58) 

麟
一
年
、
両
町
に
対
し
て
地
子
銀
の
徴
収
を
は
じ
め
た
。
当
時
の
町
年
寄
に
中
村
・
合
原
・
泉
屋
・
鑑
屋
・
堺
屋
・
大
坂
屋
・
長
崎
屋
・

(57) 

虎
屋
・
合
屋
・
紙
屋
・
獅
子
屋
な
ど
の
名
が
み
え
る
。

こ
れ
ら
日
田
商
人
の
商
業
活
動
は
、
元
禄
中
期
以
降
一
層
活
発
と
な
り
、
あ
る
い
は
油
・
醤
油
の
製
造
・
販
売
を
通
じ
、
あ
る
い
は
酒

(58) 

造
業
を
通
じ
て
資
本
を
蓄
積
し
、
あ
る
い
は
そ
の
資
本
を
小
百
姓
・
小
商
人
に
貸
付
、
家
屋
の
賃
貸
を
お
こ
な
っ
て
、
商
業
高
利
貸
資
本

•
寄
生
地
主
と
し
て
発
展
す
る
に
至
っ
た
。
日
田
農
村
に
お
い
て
、
庄
屋
層
を
中
心
と
す
る
村
方
地
主
と
こ
れ
ら
の
商
業
高
利
貸
資
本
と

(59) 

の
土
地
集
積
を
め
ぐ
る
対
抗
関
係
が
発
生
し
た
の
も
こ
の
時
期
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
商
人
層
内
部
に
お
い
て
も
、
資
本
蓄
租
を
め
ぐ
る
対

立
競
争
を
通
じ
て
、
幾
人
か
の
商
人
が
こ
の
期
に
大
商
人
と
し
て
発
展
す
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
岡
田
代
官
の
年
貢
増
徴
政
策
は
、
こ
の
両
町
に
対
し
て
も
貫
徹
さ
れ
、
例
の
新
法
が
実
施
さ
れ
た
延
享
二
年
、
豆
田
町
は

改
役
と
も
い
う
）

三
分
増
し
の
六
ツ
三
分
、
隈
町
は
同
じ
三
分
増
し
の
六
ッ
五
分
の
増
免
と
な
り
、
こ
れ
を
基
準
に
地
子
銀
が
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

(BO) 
た
。
さ
ら
に
岡
田
代
官
は
、
千
原
家
（
丸
屋
）
•
森
家
（
鍋
屋
）
ら
の
大
商
人
を
掛
屋
に
任
命
し
、
御
物
成
上
納
銀
改
役
（
御
物
成
銀
掛

(61) 

・
御
廻
米
取
扱
に
命
じ
た
。
こ
う
し
て
、
代
官
権
力
と
日
田
商
人
と
の
結
合
が
実
現
し
、
こ
こ
に
日
田
商
人
は
特
権
商

人
と
し
て
大
発
展
す
る
基
礎
が
形
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
権
力
に
よ
っ
て
保
証
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
岡
田
代
官
が
新
法
に
お
い

四

慕
藩
制
転
換
期
に
お
け
る
九
州
天
領
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幕
藩
制
転
換
期
に
お
け
る
九
州
天
領

竹
内
誠
氏
は
公
金
貸
付
政
策
に
つ
い
て
、

岡
田
代
官
は
、

上
、
渡
世
方
便
無
御
座
侯
御
事
」

右
の
史
料
に
よ
っ
て
、
百
姓
助
合
石
代
銀
は
日
田
商
人
1
1
掛
屋
に
預
け
ら
れ
、
百
姓
は
そ
の
預
り
証
文
を
受
取
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た

こ
と
が
判
明
す
る
が
、
百
絆
に
は
そ
の
真
意
が
解
ら
ず
、
正
規
の
上
納
銀
（
小
物
成
・
御
蔵
前
入
川
・
ロ
銀
な
ど
）
に
加
算
さ
れ
た
新
規

の
上
納
銀
1
1
百
姓
助
合
石
代
銀
の
徴
収
は
、
年
貢
未
進
に
悩
み
、
し
た
が
っ
て
貨
幣
取
得
の
困
難
な
小
百
姓
に
と
っ
て
は
、
百
姓
困
窮
の

大
き
な
原
囚
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
百
姓
困
窮
を
熟
知
し
た
う
え
で
、

こ
の
石
代
銀

〈
公
金
）
を
こ
れ
ら
の
小
百
姓
に
貸
付
け
「
百
姓
助
合
」
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
小
百
姓
の
救
済
と
収
奪
を
兼
ね
備
え

た
年
貢
増
徴
政
策
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
天
領
日
田
に
お
い
て
は
、
岡
田
代
官
の
発
案
に
よ
り
、
代
官
は
掛
屋
商
人
と
の

結
合
を
通
じ
て
い
わ
ゆ
る
公
金
貸
付
政
策
が
実
施
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
り
、
年
貢
増
徴
政
策
は
、
こ
う
し
た
形
で
商
業
・
金
融
政
策

と
の
か
ら
み
合
い
を
通
じ
て
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
こ
の
政
策
は
、
領
主
財
政
の
窮
乏
化
、
農
村
構
造
の
変
化
等
に
対
応
し
て
打
ち
出
さ
れ
て

に
而
銀
出
し
候
者
無
御
座
侯
処
、
当
年
段
々
祈
法
に
被
仰
付
候
に
付
、

て
実
施
し
、

か
つ
農
政
の
有
力
な
柱
を
な
し
た
百
姓
助
合
石
代
銀
（
助
合
穀
銀
と
も
い
う
）
が
、

「
銀
壱
貫
四
百
八
拾
四
匁
五
分

こ
れ
ら
の
掛
屋
に
預
け
ら
れ
た
こ
と

(62) 

公
儀
預
り
銀
助
合
米
代
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て

こ
の
延
享
一
一
年
の
新
法
に
お
い
て
新
設
さ
れ
た
百
姓
助
合
石
代
銀
が
百
姓
困
窮
の
原
因
を
な
し
て
い
た
こ
と
は
、
百
姓
一
揆
の
訴
訟
文

(63) 

（
第
七
条
）
に
お
い
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
、
訴
状
の
案
文
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
前
略
、
石
代
銀
百
姓
よ
り
御
取
立
被
成
、
其
上
銀
子
を
当
所
豆
田
・
隈
両
町
へ
御
預
け
被
成
、
是
又
右
銀
預
り
証
文
、
百
姓
方
へ
取

置
可
申
儀
に
御
座
候
処
、
い
か
が
成
共
訳
不
奉
存
候
、
末
々
ぱ
百
件
之
勝
手
筋
に
も
可
相
成
候
得
共
、
当
時
困
窮
之
夫
食
御
拝
借
可
奉

（

マ

、

）

願
候
処
、
却
而
右
助
合
石
代
御
上
納
銀
に
相
加
へ
火
急
之
御
取
立
及
難
儀
候
、
惣
而
御
免
重
侯
上
凶
年
打
続
、
御
地
子
御
上
納
方
質
物

明
ら
か
で
あ
る
。

ぱ
、
森
家
に
お
け
る
延
享
―
―
―
年
の
「
勘
定
立
」
に
、

弥
以
御
地
方
に
銀
子
取
替
難
叶
、

困
窮
之
百
姓
に
御
上
納
之

む
し
ろ
そ
の
た
め
に
、
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幕
藩
制
転
換
期
に
お
け
る
九
州
天
領

升

屋

源

兵

術

く
る
が
、
幕
府
の
公
金
を
は
じ
め
、
農
村
か
ら
の
貯
穀
売
払
積
金
や
、
寺
社
の
名
目
金
、
さ
ら
に
は
富
裕
農
民
か
ら
の
差
出
金
等
を
、
す

(64) 

べ
て
公
金
と
し
て
代
官
や
御
用
達
町
人
が
預
り
、
そ
れ
を
大
名
・
旗
本
・
町
人
・
農
民
ら
に
利
貸
付
け
る
政
策
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
「
貯
穀
売
払
積
金
」
は
、
関
東
郡
代
伊
奈
氏
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
旋
料
金
制
度
」
を
い
い
、
郡
代
が
農
民
か

(65) 

ら
の
積
金
を
利
貸
付
し
、
そ
の
利
息
を
出
資
者
で
あ
る
農
民
に
下
付
す
る
制
度
を
い
う
。
天
領
日
田
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
公
金
貸
付

政
策
は
、
幕
府
の
公
金
や
寺
社
の
名
目
金
あ
る
い
は
宮
裕
農
民
か
ら
の
差
出
金
を
出
資
金
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
貸
付
対
象
も
当

初
は
大
名
・
旗
本
な
ど
の
領
主
階
級
は
除
外
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
、
農
民
か
ら
の
出
資
金
を
も
っ
て
農
民
に
貸
付
け
る
「
養
料
金

制
度
」
に
近
い
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
積
金
を
前
提
と
せ
ず
、
直
接
暴
力
的
に
農
民
か
ら
石
代
銀
を
取
立
て
、
そ
れ
を
掛
屋
商
人
に
預

け
、
さ
ら
に
農
民
に
貸
付
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
小
百
姓
に
と
っ
て
は
「
勝
手
筋
に
も
可
相
成
侯
得
共
」
、
「
当
時
困
窮
」

の
た
め
、
何
よ
り
も
再
生
産
の
確
保
の
た
め
に
「
夫
食
」
拝
借
が
第
一
の
願
い
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

岡
田
代
官
に
よ
る
こ
う
し
た
商
業
・
金
融
政
策
ぱ
、
揖
斐
氏
歴
代
の
郡
代
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
、
さ
ら
に
強
化
さ
れ
る
が
、
こ
の
期
に

草
野
家
（
升
屋
）
、
合
原
家
（
俵
屋
）
ら
が
新
た
に
掛
屋
と
な
り
、
宮
次
郎
撞
俊
の
安
永
五
年
、
升
犀
源
兵
衛
は
父
善
右
衛
門
の
病
死
に

よ
っ
て
、
掛
屋
跡
役
の
柑
続
を
願
い
出
て
許
可
さ
れ
、
そ
の
と
ぎ
の
請
人
に
丸
屋
幸
右
衛
門
・
依
屋
藤
四
郎
が
あ
た
っ
て
い
る
。

(66) 

差
上
申
証
文
之
事

一
日
田
御
役
所
附
豊
後
・
豊
前
国
御
物
成
銀
掛
改
役
、
前
々
力
升
屋
善
右
衛
門
代
々
被
仰
付
、
前
々
極
之
通
御
銀
壱
貫
目
二
付
掛
改
賃

一
二
匁
宛
二
而
、
御
請
負
仕
証
文
差
上
置
候
処
、
善
右
衛
門
儀
病
死
仕
、
跡
式
私
相
続
仕
侯
二
付
、
跡
役
之
儀
私
え
被
仰
付
被
下
候
様

奉
願
侯
処
、
願
之
通
私
之
跡
役
被
仰
付
侯
間
、
猶
亦
此
度
請
負
証
文
改
差
上
候
様
被
仰
渡
奉
畏
侯

（
以
下
略
）

安
永
万
年
二
月
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幕
藩
制
転
換
期
に
お
け
る
九
州
天
領

こ
う
し
て
、
揖
斐
時
代
、
郡
代
権
力
と
日
田
商
人
と
の
結
び
つ
き
は
一
層
強
化
さ
れ
、

か
れ
ら
は
特
権
的
な
掛
屋
商
人
と
し
て
、
年
貢

米
銀
の
収
納
・
掛
改
お
よ
び
廻
送
・
販
売
、
さ
ら
に
売
上
代
銀
の
保
管
・
輸
送
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
領
内
諸
商
品
の
集
荷
・
販
売
お
よ

(67) 

び
売
上
代
銀
の
保
管
、
さ
ら
に
は
年
貢
米
の
近
国
か
ら
の
買
替
納
、
貸
付
（
大
名
貸
•
そ
の
他
）
な
ど
を
お
こ
な
い
、
か
れ
ら
は
銀
掛
改

の
手
数
料
、
商
品
売
買
収
益
、
物
価
変
動
に
よ
る
利
益
に
よ
っ
て
大
商
人
に
発
展
し
、
こ
う
し
て
、
宝
暦
・
天
明
期
に
お
け
る
日
田
は
、

幕
藩
制
市
場
構
造
の
変
化
の
な
か
で
、
幕
府
の
年
貢
収
取
地
と
し
て
の
天
領
一
般
の
性
格
に
加
え
て
、
九
州
に
お
け
る
地
方
金
融
市
場
へ

(68) 

と
発
展
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

揖
斐
氏
は
、
さ
ら
に
岡
田
代
官
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
た
公
金
貸
付
政
策
を
強
化
し
、
掛
屋
商
人
を
し
て
こ
れ
を
実
施
せ
し
め
た
が
、

(69) 

前
述
し
た
掛
屋
商
人
の
広
汎
な
活
動
に
よ
り
、
公
儀
預
り
銀
（
公
金
、
以
下
日
田
金
と
い
う
）
ほ
膨
大
と
な
り
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、

日
田
金
の
小
百
姓
に
対
す
る
貸
付
は
天
領
内
外
を
問
わ
ず
広
汎
に
な
る
一
方
、
い
わ
ゆ
る
武
士
貸
し
（
そ
の
中
心
は
大
名
貸
）
が
展
開
さ

れ
る
に
至
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
九
州
諸
藩
に
お
け
る
財
政
窮
乏
の
深
化
と
中
央
市
場
に
お
け
る
掛
屋
商
人
1
1
大
名
貸
の
経
営
整
理
と
い

う
条
件
の
な
か
で
一
層
進
行
す
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
宝
暦
・
天
明
期
に
お
け
る
幕
藩
制
市
場
構
造
の
変
化
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
地
方

金
融
市
場
の
拾
頭
と
い
う
条
件
の
な
か
で
、
大
名
貸
の
担
い
手
が
、
幕
藩
制
初
・
中
期
に
お
け
る
大
阪
の
掛
屋
商
人
へ
の
集
中
方
式
か

ら
、
こ
の
期
に
地
元
九
州
に
お
け
る
天
領
日
田
の
掛
屋
商
人
へ
と
拡
散
・
移
行
し
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
大
阪
に
お
け
る
掛
屋
商

人
の
貸
付
金
の
不
良
資
産
化
整
理
の
過
程
で
排
除
さ
れ
た
九
州
の
諸
大
名
が
、
辺
境
と
い
う
地
理
的
条
件
の
な
か
で
、
最
寄
り
の
金
融
市

場
に
銀
主
を
求
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
天
領
日
田
の
掛
屋
商
人
を
銀
主
と
し
た
九
州
の
諸
藩
が
、
中
央
金
融

揖
斐
富
次
郎
様
御
役
所

同 諸
人

丸
屋
幸
右
衛
門

俵

屋

藤

四

郎
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幕
落
制
転
換
期
に
お
け
る
九
州
天
領

市
場
の
商
人
に
と
っ
て
、
経
済
的
信
用
の
薄
い
中
小
藩
を
中
心
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
間
の
事
情
が
雄
弁
に
物
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
う

し
て
、
日
田
金
を
通
じ
て
九
州
の
諸
大
名
と
天
領

B
田
の
掛
屋
商
人
と
の
結
合
が
実
現
し
、
諸
大
名
は
か
れ
ら
を
御
用
達
に
命
じ
、
年
貢

(71) 

米
の
一
部
売
却
を
依
頼
す
る
な
ど
、
両
者
の
関
係
は
一
層
密
接
に
な
っ
て
ゆ
く
が
、
や
が
て
天
保
以
降
に
な
る
と
、
こ
れ
ら
の
掛
屋
商
人

(72
、

は
諸
藩
の
財
政
へ
関
与
し
、
専
売
支
配
、
さ
ら
に
は
財
政
改
革
・
藩
政
改
革
へ
と
発
展
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

一方、

日
田
金
の
百
姓
へ
の
貸
付
は
、
村
方
地
主
・
小
百
姓
を
問
わ
ず
、

出
す
る
に
至
っ
た
。
揖
斐
政
俊
の
明
和
四
年
、
久
留
米
藩
生
葉
郡
流
川
村
の
百
姓
利
右
衛
門
が
、
年
貢
末
進
の
た
め
千
原
家
よ
り
銀
五

0

を
は
じ
め
、
福
岡
・
小
倉
・
久
留
米
の
諸
藩
、

ま
た
日
田
天
領
農
村
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
領
農
村
に
ま
で
進

0
目
を
借
入
れ
た
ご
と
き
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。
し
か
も
利
右
衛
門
は
、
遂
に
返
済
不
能
の
た
め
一
二
反
余
の
田
地
を
千
原
家
に
引
渡
し

た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
掛
屋
商
人
に
よ
る
日
田
金
の
貸
付
範
囲
は
、
近
く
は
森
・
日
出
・
杵
築
・
中
津
な
ど
の
豊
後
・
豊
前
の
諸
藩

(74) 

お
よ
び
遠
く
は
肥
前
・
対
馬
・
長
府
の
諸
藩
の
各
領
民
に
ま
で
お
よ
ん
だ
の
で
あ
る
。
し

か
も
、
百
姓
利
右
衛
門
に
そ
の
例
を
み
る
よ
う
に
、
か
れ
ら
が
日
田
金
を
借
用
す
る
と
き
は
、
耕
地
質
入
れ
の
形
式
を
と
り
、
質
入
耕
地

(75) 

は
質
流
れ
と
な
る
場
合
が
多
く
、
こ
う
し
て
、
掛
屋
商
人
の
土
地
集
積
は
こ
の
過
程
で
一
層
進
行
す
る
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
揖
斐
郡
代
の
支
配
下
に
あ
る
天
領
日
田
・
天
草
に
お
い
て
も
っ
と
も
頭
著
に
現
わ
れ
、
揖
斐
氏
一
族
に
よ
る
年

貫
増
徴
政
策
は
、
こ
う
し
た
形
で
公
金
貸
付
政
策
を
通
じ
て
維
持
・
強
化
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
憧
俊
時
代
が
も
っ
と
も
怖
烈
で
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
憧
俊
背
任
の
行
為
ほ
こ
こ
に
伏
在
し
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
日
田
天
領
農
村
に
お
い
て
は
、
掛
屋
商
人
の
土
地
集
積

に
と
も
な
い
、
小
百
姓
の
土
地
喪
失
が
急
速
に
進
行
し
、
そ
の
結
果
、
村
方
に
お
い
て
は
小
作
人
の
増
加
と
な
り
、
町
方
（
豆
田
・
隈
両

町
）
に
お
い
て
は
店
借
層
の
増
加
と
な
っ
て
、
宝
暦
・
天
明
期
に
お
け
る
日
田
天
領
農
村
の
在
り
方
を
規
定
し
た
。
ま
た
天
草
天
領
農
村

(77) 

「
百
姓
所
持
之
作
場
ハ
皆
銀
主
中
之
も
の
二
相
成
」
る
状
態
と
な
り
、
こ
こ
に
「
銀
主
」

に
お
い
て
ほ
、
土
地
集
積
の
進
行
の
な
か
で
、

か
ら
耕
地
を
請
返
し
生
活
の
救
済
を
求
め
る
農
民
直
訴
の
真
意
が
生
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
農
村
分
解
の
な
か
で
、
揖
斐
郡
代
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幕
藩
制
転
換
期
に
お
け
る
九
州
天
領

の
背
任
行
為
ー
公
金
横
領
が
表
面
化
し
、
寛
政
五
年
の
改
易
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
天
領
日
田
は
新
任
の
羽
倉
代
官
を
迎
え
、
そ
の
も
と
で
農
民
保
護
を
志
向
す
る
農
政
が
展
開
さ
れ
る
。
羽
倉
権
九

郎
秘
救
ほ
、
新
参
旗
本
羽
倉
光
周
の
養
子
で
、
宝
暦
十
三
年
に
家
督
相
続
、
勘
定
吟
味
方
改
役
を
へ
て
天
明
四
年
よ
り
代
官
と
な
り
、
こ

(78) 

の
期
に
日
田
に
入
部
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
揖
斐
氏
の
免
職
後
、
西
国
筋
郡
代
は
廃
止
さ
れ
、
そ
の
支
配
地
も
分
割
さ
れ
た
た
め
に
、
羽

(79) 

倉
氏
は
七
万
石
支
配
の
代
官
と
し
て
入
部
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
高
松
陣
屋
に
は
萩
原
弥
五
兵
衛
が
代
官
と
し
て
入
部
し
、
豊
後
の
大

分
・
速
見
両
郡
を
は
じ
め
、
日
向
•
そ
の
他
の
天
領
を
支
配
（
六
万
石
）
し
た
が
、
寛
政
十
一
年
、
高
松
代
官
支
配
地
の
一
部
（
大
分
・

(81) 

速
見
両
郡
）
が
譜
代
島
原
藩
の
大
名
預
所
と
な
っ
た
際
、
日
向
•
そ
の
他
の
天
領
が
日
田
代
官
支
配
地
に
合
併
さ
れ
た
た
め
、
羽
倉
代
官

ぶ

82)

の
支
配
領
域
は
急
速
に
拡
大
し
、
文
化
三
年
、
秘
救
は
郡
代
に
昇
進
し
た
。
こ
う
し
て
、
日
田
代
官
は
再
び
西
国
筋
郡
代
に
昇
格
す
る
の

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
羽
倉
時
代
も
本
途
物
成
お
よ
び
総
年
貢
収
納
高
（
本
途
物
成
の
ほ
か
小
物
成
・
高
掛
物
以
下
の
諸
付
加
税
総
額
）
は
、
揖

(83) 

斐
時
代
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
年
貢
負
担
の
軽
減
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
農
民
救
済
の
方
法
と
し
て
、
夫
食
を
貸

与
し
御
下
石
置
籾
の
制
度
を
設
け
た
。
こ
れ
は
一
種
の
囲
釈
積
金
の
制
度
で
あ
る
。
事
実
、
羽
倉
時
代
の
「
年
貫
皆
済
目
録
」
は
、
そ
の

(84) 

記
載
形
式
を
変
え
、
新
た
に
「

0
年
夫
食
返
納
」
・
「
御
下
石
置
祝
」
の
項
目
が
一
斉
に
登
場
す
る
。
夫
食
の
返
済
は
三

0
ヵ
年
賦
で
あ

り
、
御
下
石
置
祝
は
―

-
0分
の
一
支
出
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
農
民
保
護
策
は
、
農
業
経
営
の
再
生
産
を
保
証
す
る
ま
で
に
至

ら
ず
、
夫
食
・
御
下
石
置
籾
も
、
代
官
が
特
別
に
支
出
・
貸
与
す
る
も
の
で
は
な
く
、
結
局
一
村
内
の
年
貢
量
の
な
か
で
操
作
さ
れ
る
も

(85) 

の
で
あ
り
、
か
っ
そ
の
量
も
僅
少
に
と
ど
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
寛
政
改
革
で
幕
府
が
意
図
し
た
「
農
民
保
護
」
農
村
復
興
策
は
、
日

田
天
領
農
村
に
お
い
て
は
、
十
分
な
成
果
を
あ
げ
え
ず
、
む
し
ろ
、
こ
の
過
程
を
通
じ
て
農
村
分
解
は
一
層
進
行
し
、
掛
屋
商
人
の
土
地

集
積
の
ま
え
に
、
庄
屋
層
を
中
心
と
す
る
村
方
地
主
が
重
大
な
危
機
に
直
面
し
動
揺
・
後
退
す
る
化
政
期
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
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以
上
考
察
し
た
幕
藩
制
転
換
期
に
お
け
る
九
州
天
領
を
、
近
批
に
お
け
る
九
州
天
領
の
推
移
・
展
開
の
な
か
に
位
置
づ
け
な
が
ら
、
そ

の
歴
史
的
惑
義
を
検
討
し
、
結
び
と
し
て
お
こ
う
。

近
批
初
頭
、
す
ぐ
れ
て
政
治
的
目
的
を
も
っ
て
設
定
さ
れ
た
九
州
天
領
は
、
軍
役
体
系
の
整
備
と
鎖
国
体
制
の
完
成
に
よ
る
領
主
間
矛

盾
↓
政
治
的
緊
張
の
解
消
の
な
か
で
、
代
官
支
配
に
よ
る
よ
り
純
粋
に
年
貢
米
徴
収
を
目
的
と
す
る
天
領
へ
と
変
化
し
た
が
、
と
く
に
そ

の
中
核
的
位
置
を
占
め
た
日
田
天
領
農
村
に
お
い
て
は
、
遅
れ
た
生
産
条
件
と
在
地
情
勢
に
規
制
さ
れ
て
、
広
汎
か
つ
強
力
な
権
限
が
庄

屋
層
に
与
え
ら
れ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
小
百
姓
の
自
立
に
よ
る
フ
ラ
ッ
ト
な
近
世
村
落
は
展
開
せ
ず
、
庄
屋
層
は
文
字
通
り
村
落
共
同
体

の
長
と
し
て
君
臨
し
、
か
つ
家
抱

(11
名
子
的
農
民
）
を
従
属
す
る
農
奴
主
的
地
主
と
し
て
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
性
格
を
も
っ
日
田
天
領
農
村
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
近
世
的
体
制
が
確
立
し
、
天
領
一
般
に
み
ら
れ
た
庄
屋
ー
組
頭
ー
百
姓

代
体
制
が
整
備
さ
れ
る
の
は
、
遅
れ
て
元
禄
中
期
か
ら
宝
永
・
正
徳
期
に
か
け
て
で
あ
り
、
こ
の
過
租
で
、
庄
屋
層
は
村
落
共
同
体
の
長

か
ら
近
憔
的
な
行
政
村
落
の
長
に
変
化
し
、
か
つ
農
奴
主
的
地
主
か
ら
手
作
地
主
な
い
し
寄
生
地
主
に
変
質
•
発
展
す
る
。

こ
う
し
た
支
配
体
制
ー
村
役
人
の
組
織
の
幣
備
の
う
え
に
、
日
田
天
領
農
村
に
お
い
て
は
、
正
徳
四
年
入
部
し
た
南
条
代
官
の
も
と

で
、
新
た
に
三
分
一
銀
納
制
が
採
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
天
領
一
般
に
と
ら
れ
た
六
尺
給
米
以
下
の
高
掛
物
お
よ
び
口
米
・
ロ
銀
の
徴
収

が
開
始
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
重
要
な
こ
と
は
、
幕
府
の
享
保
改
革
に
お
け
る
年
貢
増
徴
政
策
が
、
こ
こ
で
は
池
田
代
官
・
増
田
代
官
の
支

配
下
に
あ
っ
て
、
本
年
貢
の
増
徴
と
と
も
に
、
高
掛
物
以
下
の
付
加
税
に
対
す
る
貢
租
収
取
体
系
の
整
備
・
増
徴
と
い
う
形
を
通
じ
て
推

進
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
享
保
十
九
年
入
部
し
た
岡
田
代
官
に
よ
る
強
度
の
年
貢
増
徴
政
策
は
、
こ
う
し
た
諸
組
織
・
制
度
の
整
備
の

う
え
に
は
じ
め
て
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
農
政
11
年
責
増
徴
政
策
の
某
本
は
、
定
免
制
と
有
毛
検
見
法
の
採
用
、
引
高
の
抹
消

（
実
際
ぱ
軽
減
）
、
新
規
運
上
銀
の
賦
課
、
百
姓
助
合
石
代
銀
の
新
設
等
で
あ
り
、
こ
れ
が
延
享
二
年
の
新
法
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

五

結

び

に

か

え

て

幕
藩
制
転
換
期
に
お
け
る
九
州
天
領
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こ
の
新
法
が
実
施
さ
れ
る
や
、
年
貢
軽
減
・
夫
食
要
求
を
ス
ロ
ー
ガ
ソ
と
す
る
百
姓
一
揆
が
勃
発
す
る
が
、
岡
田
代
官
は
こ
れ
に
対
し

て
徹
底
的
な
弾
圧
を
加
え
る
と
と
も
に
、
従
来
の
年
貢
増
徴
政
策
を
維
持
・
推
進
し
て
ゆ
く
一
方
、
元
禄
中
期
以
降
活
発
と
な
っ
た
町
方

（
豆
田
・
隈
両
町
）
に
お
け
る
日
田
商
人
の
商
業
活
動
に
着
目
し
、
か
れ
ら
の
う
ち
大
商
人
を
掛
屋
に
任
命
し
て
、
年
貢
米
銀
の
収
納
・

掛
改
お
よ
び
廻
送
・
販
売
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
代
官
権
力
と
日
田
商
人
と
の
結
合
が
実
現
す
る
が
、
岡
田
代
官
は
百
姓
助

合
石
代
銀
を
こ
れ
ら
の
掛
屋
に
預
け
（
公
儀
預
り
銀
1
1
公
金
11
い
わ
ゆ
る
日
田
金
）
、
年
貢
未
進
に
悩
む
小
百
姓
に
貸
付
る
公
金
貸
付
政

策
を
通
じ
て
、
小
百
姓
の
救
済
と
収
奪
を
兼
ね
備
え
た
年
貢
増
徴
政
策
を
推
進
す
る
の
で
あ
る
。

宝
暦
八
年
入
部
し
た
租
斐
代
官
の
農
政1
1
年
貢
増
徴
政
策
は
、
岡
田
代
官
の
基
本
政
策
を
継
承
•
発
展
さ
せ
た
と
こ
ろ
に
特
色
を
有
す

る
が
、
こ
う
し
た
実
父
岡
田
代
官
以
来
の
年
貢
増
徴
政
策
が
幕
府
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
揖
斐
氏
は
明
和
四
年
日
田
代
官
よ
り
西
国

筋
郡
代
に
昇
進
す
る
。
こ
こ
に
、

さ
れ
る
の
で
あ
る
（
四
代
）
。

一
族
岡
田
氏
と
の
間
に
、

一
時
西
国
筋
郡
代
交
代
補
任
制
が
確
立
し
、
そ
れ
が
揖
斐
氏
に
よ
っ
て
世
襲

揖
斐
氏
歴
代
の
郡
代
は
、
初
代
十
太
夫
政
俊
の
農
政
を
維
持
・
継
承
し
な
が
ら
、
岡
田
代
官
以
来
の
商
業
・
金
融
政
策
11
公
金
貸
付
政

策
を
強
化
す
る
。
こ
の
過
程
で
、
郡
代
と
掛
屋
商
人
と
の
結
び
つ
ぎ
は
一
層
強
化
さ
れ
、
か
れ
ら
は
年
貢
米
銀
・
領
内
諸
商
品
の
収
納
・

販
売
お
よ
び
各
売
上
代
銀
の
保
管
の
ほ
か
、
年
貢
米
の
近
国
か
ら
の
買
替
納
、
大
名
貸
を
は
じ
め
と
す
る
諸
貸
付
を
お
こ
な
っ
て
大
商
人

に
発
展
し
、
こ
う
し
て
、
天
領
日
田
は
幕
藩
制
市
場
構
造
の
変
化
の
な
か
で
、
幕
府
の
年
貢
収
取
地
と
し
て
の
天
領
一
般
の
性
格
に
加
え

て
、
九
州
に
お
け
る
地
方
金
融
市
場
へ
と
発
展
し
て
ゆ
く
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
、
宝
暦
・
天
明
期
に
お
け
る
天
領
日
田
の
歴
史
的
意
義
が

存
在
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
天
領
日
田
と
九
州
諸
藩
の
結
び
つ
ぎ
も
、
諸
藩
に
お
け
る
財
政
窮
乏
の
深
化
の
な
か
で
、
こ
の
期

よ
り
本
格
化
し
て
ゆ
く
。

以
上
の
天
領
日
田
に
お
け
る
歴
代
の
代
官
・
郡
代
に
よ
る
年
貢
増
徴
政
策
に
よ
っ
て
、
小
百
姓
の
土
地
喪
失
が
急
速
に
進
行
し
、
土
地

集
積
を
め
ぐ
る
村
方
地
主
（
庄
屋
層
）
と
町
方
商
業
資
本
（
日
田
商
人
、
と
く
に
掛
屋
商
人
）
の
対
抗
は
、
こ
の
期
に
一
層
激
化
す
る
。

幕
藩
制
転
換
期
に
お
け
る
九
州
天
領
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「
近
世
前
期
に
お
け
る
九
州
天
領
の
支
配
形
態
」
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
一
七
号
）
。
と
く
に
「
第
二
表
近
世
日
田
の
所
領
・
支
配
形
態

お
よ
び
代
官
・
郡
代
名
・
在
任
期
間
一
覧
」
参
照
。

(
2
)

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
七
l
-
、
二
七
六
。

(
3
)

「
享
保
十
九
寅
年
記
千
原
覚
書
」
（
「
千
原
家
文
書
」
所
収
）
。

(

4

)

(

5

)

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
―
|
―
八
八
。

(
6
)
ー
(

8

)

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
七
ー
一
、
二
七
六
゜

(
9
)
（
10)

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
ニ
ー
ニ
九
一
。

(11)

『
徳
川
実
紀
』
第
一

0
篇
（
『
国
史
大
系
』
第
四
七
巻
所
収
）
二
五
三
ー
五
四
頁
、
『
御
触
書
天
明
集
成
』
一
二
四
ー
ニ
、
四
六
三
号
。

(12)

村
上
直
『
天
領
』
後
篤
参
照
。

(
1
3
)

註

(11)
参
照
。

(
1
4
)

『
天
明
令
典
永
鑑
』
（
「
国
会
図
書
館
」
所
蔵
）
一
二
四
巻
。

(
1
5
)

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
ニ
ー
ニ
九
一
。
従
来
の
「
日
田
代
官
一
覧
」
は
、
富
次
郎
の
騨
を
胤
俊
、
同
じ
く
靱
負
を
政
基
、
造
酒
助
を
敬
正
と
し

て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
僧
俊
・
政
裔
・
政
恒
に
訂
正
す
べ
き
で
あ
り
、
四
氏
の
在
任
期
間
に
つ
い
て
も
第
二
表
の
よ
う
に
修
正
す
べ
き
で
あ
る
。

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
ニ
ー
ニ
九
一
、
辻
達
也
「
E
d
o
E
a
k
u
f
u
 p
o
l
i
c
y
 i
n
 
t
h
e
 L
a
t
e
 E
i
g
h
t
e
e
n
t
h
 C
e
n
t
r
y
」
(
『
横
浜
市
立
大
学
論
叢

人
文
科
学
系
列
』
一
九
ー
三
）
参
照
。

正
式
に
は
西
国
筋
郡
代
と
称
す
べ
き
で
あ
る
が
、
抽
象
的
に
使
用
す
る
場
合
は
日
田
郡
代
の
名
称
を
用
い
る
。

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
八
ー
一
、
五

0
七。

藤
野
保
「
九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質
ロ
ー
統
一
権
力
の
九
州
支
配
と
対
応
ー
」
（
『
史
淵
』
一

0
七
輯
）
参
照
。

「
ガ
覚
書
」
（
「
広
瀬
家
文
書
」
所
収
）
。

松
田
唯
雄
『
天
草
近
代
年
譜
』
一
八
ニ
ー
ニ

0
九
頁
。

(17) 

(
1
8
)
 

(19) 

(20) 

(
2
1
)
 

(
1
6
)
 

(
1
)
 

【註】
幕
藩
制
転
換
期
に
お
け
る
九
州
天
領

し
か
し
、
村
方
地
主
は
郡
代
権
力
を
バ
ッ
ク
と
し
、
日
田
金

(11
公
金
貸
付
）
を
揖
杵
と
す
る
掛
屋
商
人
に
よ
る
強
力
な
土
地
集
積
の
ま

え
に
停
滞
・
後
退
し
、
地
主
経
営
は
重
大
な
危
機
に
直
面
す
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
詳
細
は
次
稿
に
お
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
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幕
藩
制
転
換
期
に
お
け
る
九
州
天
領

(
4
1
)
 

(
3
3
)
 

(

3

4

)

 

(35) 

6
/） 

〈

3
¥
(37) 

(
3
8
)
 

(39) 

(40) 

(
2
9
)
 

(30) 

(
3
1
)
 

(32〉
(28) 

(
2
2
)
 

(23
>

(24) 

(25) 

(26) 

(27) 
藤
野
保
前
掲
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
一
七
号
掲
載
論
文
参
照
。

北
島
正
元
『
江
戸
幕
府
の
権
力
構
造
』
―
―
―
―
―
―
-
|
-
―
―
二
頁
、
松
田
唯
雄
前
掲
コ
全
早
近
代
年
学
叩
』
―
二
四
頁
、
『
島
原
半
嶋
史
』
下
巻
三
一
七
頁
。

松
田
唯
雄
前
掲
『
天
草
近
代
年
譜
』
―

10九
頁
以
下
。

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
七
ー
一
、
二
七
六
、
「
宝
暦
令
典
永
鑑
」
（
「
国
会
図
再
館
」
所
蔵
）
ニ
―
巻
。

「
宝
暦
令
典
永
鑑
」
ニ
―
巻
。

辻
達
也
『
享
保
改
革
の
研
究
』
一
七
五
頁
、
古
島
敏
雄
「
商
品
流
通
の
発
展
と
領
主
経
済
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』

12
近
皿
4
所
収
）
・
「
幕

府
財
政
収
入
の
動
向
と
農
民
収
奪
の
画
期
」
〈
，
日
本
経
済
史
大
系
』

4
近
世
下
所
収
）
参
照
。

「
御
取
箇
辻
書
付
」
（
『
誠
斉
雑
記
』
所
収
）
。
な
お
、
辻
逹
也
•
松
本
四
郎
二
御
取
箇
辻
書
付
』
お
よ
び
『
御
年
貢
米
・
御
年
貢
金
其
外
諸
向

納
渡
書
付
』
に
つ
い
て
」
（
『
横
浜
市
立
大
学
論
叢
』
一
五
巻
）
参
照
。

註

(27)
参
照
。

藤
野
保
前
掲
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
一
七
号
掲
載
論
文
参
照
。

「
豊
後
国
日
田
郡
藤
山
村
午
（
正
徳
四
年
）
御
物
成
米
銀
皆
済
状
之
事
」
（
「
財
津
家
文
書
」
所
収
）
。

日
田
郡
南
部
山
間
村
の
津
江
筋
八
カ
村
の
み
は
田
方
お
よ
ひ
六
尺
給
米
・
御
伝
馬
宿
入
用
と
も
銀
納
と
な
り
、
大
山
筋
六
ヵ
村
は
そ
の
ま
ま
三

分
一
銀
納
制
か
残
っ
た
（
『
豊
後
日
田
永
山
布
政
史
料
』
上
巻
）
。

「
三
分
一
金
銀
納
之
分
米
納
―
一
可
仕
旨
達
（
享
保
七
寅
年
八
月
こ
(
[
徳
川
禁
令
考
』
第
四
杖
所
収
）
二
八
八
ー
九

0
頁。

「
日
田
郡
藤
山
村
巳
（
享
保
十
年
）
御
年
貢
皆
済
状
之
事
」
（
「
財
津
家
文
曇
」
所
収
）
。

「
豊
後
国
日
田
郡
藤
山
村
卯
（
享
保
二
十
年
）
御
成
箇
割
附
之
事
」
（
「
同
」
所
収
）
。

「
日
田
郡
藤
山
村
卯
（
享
保
二
十
年
）
御
年
貢
皆
済
目
録
」
（
「
同
」
所
収
）
。

藤
野
保
前
掲
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
一
七
号
掲
載
論
文
参
照
。

『
畿
後
日
田
永
山
布
政
史
料
』
中
巻
。

「
乍
恐
以
書
付
御
訴
訟
申
上
候
事
（
延
享
―
―
一
年
）
」
（
「
豊
後
日
日
永
山
布
政
史
料
』
中
巻
所
収
）
。

三
田
代
官
（
次
郎
右
衛
門
守
良
）
の
日
田
代
官
在
任
期
間
は
、
第
一
次
が
延
宝
五
年
か
ら
天
和
一
一
年
ま
で
、
第
二
次
が
匹
粽
元
年
か
ら
同
五
年

ま
で
で
、
訴
訟
文
に
「
貞
享
年
中
」
と
あ
る
の
は
誤
り
（
註

(
1
)
参
照
）
。

『
豊
後
日
田
永
山
布
政
史
料
』
中
巻
。
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(42)

青
木
虹
二
『
百
姓
一
揆
の
年
次
的
研
究
』
所
収
の
「
百
姓
一
揆
年
表
」
八
七
頁
。

(
4
3
)
e
4
4
)

『
豊
後
日
田
永
山
布
政
史
料
』
中
巻
。

(45)

同
年
の
「
御
年
貢
米
銀
皆
済
目
録
」
（
「
財
津
家
文
書
」
所
収
）
。

(46)

「
財
津
家
文
壽
」
の
う
ち
、
現
存
す
る
「
御
年
貢
米
銀
皆
済
目
録
」
に
よ
る
と
、
藤
山
村
の
場
合
、
廻
米
は
従
来
大
阪
・
長
崎
廻
米
で
あ
っ
た

が
、
元
文
四
年
よ
り
長
崎
廻
米
に
統
一
さ
れ
、
さ
ら
に
宝
暦
元
年
よ
り
江
戸
・
長
崎
廻
米
と
な
っ
て
い
る
。

「
宝
暦
令
典
永
鑑
」
ニ
―
巻
に
「
岡
田
庄
太
夫
御
代
官
所
御
物
成
銀
、
去
々
未
年
（
宝
永
元
年
11
筆
者
）
よ
り
長
崎
会
所
江
相
渡
、
右
会
所
か

大
坂
御
金
蔵
江
相
納
侯
得
共
、
向
後
庄
太
夫
方
よ
り
大
坂
御
金
蔵
江
直
納
二
仕
候
様
可
被
致
候
。
長
崎
奉
行
江
も
申
渡
候
間
、
可
被
談
侯
（
宝

塵
一
一
年
）
」
と
あ
る
。

(
4
8
)

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
七
ー
一
、
二
七
六
、
『
懐
旧
楼
筆
記
』
巻
―
―
―
。

(49)

「
御
代
官
所
村
々
江
申
渡
覚
書
」
（
「
広
瀬
家
文
書
」
所
収
）
。

(
5
0
)

同
年
の
「
御
年
貢
割
付
事
」
（
「
財
津
家
文
書
」
所
収
）
。

(51)

『
徳
川
実
紀
』
第
一
〇
篇
二
五
一
ニ
ー
互
四
頁
、
『
御
触
書
天
明
集
成
」
三
四
ー
ニ
、
四
六
一
二
号
。

(52)

松
田
唯
雄
『
天
草
富
岡
懐
古
録
」
―
一
三
頁
。

(
5
3
)

註

(
1
)
参
照
。

(54)

遠
藤
正
男
『
日
本
近
世
商
業
資
本
発
達
史
論
』
（
後
編
「
日
田
金
」
研
究
）
一
四
七
ー
四
八
頁
。

(
5
5
)

ー
(57)

『
豊
後
日
田
永
山
布
政
史
料
』
上
巻
。

(58)

註

(54)
参
照
。

(59)

藤
野
保
前
掲
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
一
七
号
掲
載
論
文
参
照
。

(60)

「
以
書
付
奉
申
上
侯
御
事
（
延
享
二
年
）
」
（
「
古
後
家
文
書
」
所
収
）
。

(
6
1
)

遠
藤
正
男
前
掲
『
日
本
近
世
商
業
資
本
発
達
史
論
』
一
五
一
頁
、
野
口
喜
久
雄
「
日
田
商
人
森
家
の
経
営
」
（
竹
内
理
三
編
『
九
州
史
研
究
』

所
収
）
。

(
6
2
)

「
延
享
一
二
年
寅
ノ
正
月
二
日
勘
定
立
」
（
「
森
家
文
書
」
所
収
）
。
な
お
、
註

(
6
1
)

の
野
口
喜
久
雄
論
文
参
照
。

(63)

『
豊
後
日
田
永
山
布
政
史
料
』
中
巻
。

(
6
4
)
(
6
5
)

竹
内
誠
「
関
東
郡
代
伊
奈
忠
尊
の
失
脚
と
そ
の
歴
史
的
意
義
」

(47) 

幕
藩
制
転
換
期
に
お
け
る
九
州
天
領

（
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研
究
紀
要
』
昭
和
四
一
年
度
）
。
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(
6
9
)
 

(
6
6
)
 

(
6
7
)
 

(68) 
「
差
上
申
証
文
之
事
」
（
「
千
原
家
文
書
」
所
収
）
。

「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
」
（
「
同
」
所
収
）
。

次
稿
「
幕
藩
制
市
場
構
造
の
変
化
と
九
州
天
領
ー
豊
後
日
田
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
仮
題
）
参
照
。

野
口
喜
久
雄
氏
は
、
掛
屋
商
人
森
家
の
経
営
分
析
を
通
じ
て
、
近
世
中
期
｀
同
家
の
商
業
経
営
が
仲
介
商
業
を
中
心
と
し
発
展
し
た
と
こ
ろ
か

ら
、
日
田
金
成
立
の
原
因
を
こ
の
仲
介
商
業
に
求
め
、
「
日
田
金
生
成
の
因
は
遠
藤
氏
と
そ
の
説
を
受
け
つ
ぐ
原
田
・
篠
藤
両
氏
の
ご
と
く
幕

末
の
商
品
生
産
の
発
達
に
求
め
る
の
は
誤
り
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
が
（
「
江
戸
時
代
の
日
田
商
業
と
経
営
」
（
『
大
分
工
業
高
等
専
門
学
校
研

究
報
告
』
一
号
）
）
、
遠
藤
（
正
男
）
氏
は
、
「
日
田
金
は
日
田
の
掛
屋
連
中
に
よ
っ
て
蓄
稼
せ
ら
れ
た
商
業
・
高
利
貸
資
本
」
と
明
確
に
規
定

し
て
い
る
の
で
（
前
掲
『
日
本
近
世
商
業
資
本
発
達
史
論
』
）
、
遠
藤
氏
の
日
田
金
生
成
は
、
日
田
商
人
が
掛
屋
と
な
っ
て
資
本
を
蓄
積
し
、
貸

付
資
本
に
転
化
し
た
近
世
中
期
に
求
め
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
野
口
氏
は
、
日
田
金
の
二
つ
の
タ
イ
。
フ
と
し
て
、
特
権
的
な

性
格
の
強
い
広
瀕
・
千
原
家
タ
イ
プ
と
、
特
権
性
の
微
弱
な
山
田
・
森
家
タ
イ
プ
に
分
類
し
て
い
る
が
（
「
『
積
書
』
よ
り
見
た
広
瀕
家
の
経
営
」

（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
一
七
号
）
）
、
こ
れ
は
日
田
金
の
二
つ
の
タ
イ
プ
で
は
な
く
、
天
領
13
田
に
お
け
る
掛
屋
商
人
（
日
田
商
人
）
の

二
つ
の
タ
イ
プ
で
あ
る
。
一
方
、
宮
本
又
次
氏
は
、
日
田
金
を
「
豊
後
日
田
の
地
に
あ
っ
て
、
蓄
積
さ
れ
、
活
躍
し
た
商
業
・
高
利
貸
賓
本
」

と
規
定
し
て
い
る
が
（
「
天
草
石
本
家
の
研
究
の
意
義
と
九
州
在
郷
資
本
の
性
格
」
（
『
同
』
―
―
-
•
四
合
併
号
）
）
、
日
田
金
を
こ
う
し
た
意
味
で

商
業
・
高
利
貸
資
本
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
貨
幣
一
般
と
し
て
把
え
、
こ
れ
に
固
有
名
詞
を
冠
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
全
国
到
る
処
に

0
0金

（
例
え
ば
関
東
（
郡
代
）
の
地
に
あ
っ
て
は
「
関
東
金
」
、
美
猥
（
郡
代
）
の
地
に
あ
っ
て
は
「
美
濃
金
」
）
が
出
現
す
る
こ
と
と
な
る
。
総
じ

て
三
氏
の
日
田
金
に
つ
い
て
の
概
念
規
定
は
不
明
瞭
と
い
え
よ
う
。

厳
密
な
意
味
で
の
日
田
金
と
は
、
天
領
日
田
に
お
い
て
、
代
官
（
な
い
し
郡
代
）
か
ら
掛
屋
商
人
に
預
け
ら
れ
た
公
儀
預
り
銀
（
公
金
）
を

指
し
、
そ
れ
が
い
わ
ゆ
る
公
金
貸
付
政
策
に
よ
っ
て
貸
付
ら
れ
る
貨
幣
を
い
う
。
発
生
的
に
は
、
岡
田
代
官
の
延
享
二
年
の
新
法
に
お
い
て
新

設
さ
れ
た
百
姓
助
合
石
代
銀
を
掛
屋
商
人
に
預
け
た
と
こ
ろ
（
公
儀
預
り
銀
）
に
求
め
ら
れ
、
当
初
日
田
金
は
、
農
民
の
救
済
と
収
奪
を
兼
ね

備
え
た
年
貢
増
徴
政
策
の
一
環
（
公
金
貸
付
政
策
）
と
し
て
使
用
さ
れ
た
が
、
掛
屋
商
人
の
商
業
活
躍
が
広
汎
に
な
る
に
お
よ
び
、
公
儀
預
り

銀
も
百
姓
助
合
石
代
銀
の
ほ
か
年
貢
銀
・
御
用
金
銀
•
そ
の
他
に
拡
大
し
、
日
田
金
の
黛
付
対
象
・
範
囲
も
、
領
主
階
級
（
そ
の
中
心
は
大

名
）
お
よ
び
他
藩
領
民
に
ま
で
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
田
金
は
あ
く
ま
で
掛
屋
商
人
の
自
己
資
本
と
区
別
さ
る
べ
き

性
質
の
も
の
で
あ
る
が
、
の
ち
に
は
公
金
と
こ
の
自
己
資
金
が
混
同
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
郡
代
の
公
金
不
正
事
件
も
、
こ
う
し
た
な
か
で

発
生
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
ぎ
ょ
う
。
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(
8
5
)
 

註

(68)
参
照
。

遠
藤
正
男
前
掲
『
日
本
近
世
商
業
資
本
発
達
史
論
』
一
七
一
二
頁
。

安
藤
保
「
府
内
藩
青
廷
専
売
制
の
展
開
」
（
『
社
会
経
済
史
学
』
一
二
五
ー
一
）
、
長
野
逼
「
対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
・
生
蜆
会
所
と
日
田

商
人
」
（
「
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
一
六
号
）
、
木
原
浦
幸
「
幕
末
に
お
け
る
福
岡
藩
財
政
改
革
と
日
田
商
人
広
瀬
家
」
（
『
同
』
一
七
号
）
。

(73)
（74)

遠
藤
正
男
前
掲
『
日
本
近
世
商
業
資
本
発
達
史
論
』
一
九
八
ー
ニ

0
一頁。

(75)

例
え
ば
千
原
家
の
士
地
集
積
過
程
に
つ
い
て
は
、
藤
本
隆
士
「
日
田
幕
領
に
お
け
る
商
人
寄
生
地
主
の
土
地
集
積
と
小
作
関
係
」
（
宮
本
叉
次

編
『
九
州
経
済
史
研
究
』
所
収
）
参
照
。

(76)

原
田
敏
丸
「
日
田
幕
領
に
お
け
る
都
市
と
農
村
の
社
会
・
経
済
的
構
造
に
関
す
る
一
考
察
」
（
宮
本
又
次
編
前
掲
書
所
収
）
参
照
。

(
7
7
)

「
乍
恐
奉
願
口
上
書
（
寛
政
五
年
）
」
（
「
上
田
家
文
書
」
所
収
）
。

(
7
8
)

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
八
ー
一
、
五

0
七゚

(79)

『
懐
旧
楼
筆
記
』
巻
四
（
『
淡
窓
全
集
」
上
巻
所
収
）
。

(
8
0
)
高
松
代
官
は
、
萩
原
弥
五
兵
衛
の
あ
と
菅
谷
弥
宜
郎
・
浅
岡
彦
四
郎
と
交
代
し
寛
政
十
一
年
に
至
っ
た
（
『
豊
後
日
田
永
山
布
政
史
料
』
上
巻
、

『
豊
後
速
見
郡
史
』
一
八

0
頁
、
『
大
分
市
史
』
上
巻
五
六
一
頁
）
。

(

8

1

)

『
懐
旧
楼
筆
記
』
巻
四
、
石
川
準
吉
『
江
戸
時
代
代
官
測
度
の
研
究
』
八
七
三
ー
七
八
頁
。

(82)

「
県
令
譜
」
（
「
国
立
文
書
館
」
所
蔵
）
。

(
8
3
)

（84)

「
申
（
寛
政
十
二
年
）
御
年
貢
皆
済
目
録
」
（
藤
山
村
）
、
「
戌
（
享
和
二
年
）
御
年
貢
皆
済
目
録
」
（
同
）
、
「
酉
（
享
和
元
年
）
御
年
貢
皆

済
目
録
」
（
台
村
）
、
「
酉
（
同
）
御
年
貢
皆
済
目
録
」
（
林
村
）
な
ど
。

津
田
秀
夫
「
寛
政
改
革
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』

12
近
世
4
所
収
）
。

(70) 

(71) 

(
7
2
)
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